
健康と長寿を祝い
楽しく交流
健康と長寿を祝い
楽しく交流

　北秋田市敬老式が９月７日の合川会場を皮切りに、
市内14会場で行われ、参加者は式典と婦人会による
祝い芸などで長寿を喜び合いました。今年度、市全体
で白寿を迎えられた方は19人、米寿の方は292人、
75歳を迎えられた新敬老者の方は645人でした。
　　 （写真は９月16日の鷹巣会場、８頁に関連記事）



　
平
成
24
年
9
月
定
例
議
会
は
、
9
月
10
日
に
開
会
、
9
月
20
日
ま
で
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案
の
大
綱
質
疑
、

ま
た
12
日
、
13
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
各
常
任
委
員
会
で

付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
20
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
9
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

9
月
定
例
議
会

行

政

報

告

（１）

■
総
務
課

　
平
成
24
年
度
職
員
採
用
試
験
は
、
８
月

１
日
か
ら
８
月
22
日
ま
で
受
験
申
込
み
を

受
付
け
し
、
大
学
卒
一
般
行
政
39
人
、
高

校
卒
一
般
行
政
30
人
、
高
校
卒
消
防
吏
員

15
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
第
１
次
試

験
は
９
月
16
日
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

■
総
合
政
策
課

　
県
と
市
町
村
が
協
働
で
地
域
活
性
化
に

向
け
た
事
業
に
取
り
組
む
秋
田
県
市
町
村

未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、

本
市
の
「
森
吉
山
大
自
然
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
事
業
の
推
進
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
が
、
８
月
６
日
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
、
県
関
係
課
や
北
秋
田
地
域

振
興
局
と
協
働
で
、
事
業
の
具
体
化
に
向

け
た
検
討
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
秋
田
内
陸
線
に
関
す
る
地
域
懇
談
会
を

７
月
３
日
か
ら
７
月
13
日
に
か
け
、
北
秋

田
市
内
４
カ
所
、
仙
北
市
内
２
カ
所
で
実

施
し
ま
し
た
。
会
社
側
か
ら
内
陸
線
の
現

状
や
今
後
の
取
り
組
み
等
に
対
す
る
協
力

依
頼
、
再
生
支
援
室
か
ら
は
今
後
の
利
用

促
進
に
関
す
る
企
画
等
を
説
明
し
、
増
客

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
「
第
１
回
全
国
高
校
生
地
方
鉄
道
交
流

会
」
が
、
秋
田
内
陸
線
と
沿
線
を
会
場
に

８
月
22
日
か
ら
２
泊
３
日
の
日
程
で
開
催

さ
れ
、
秋
田
北
鷹
高
校
生
及
び
沿
線
住
民

と
の
交
流
や
活
力
あ
る
地
方
鉄
道
の
在
り

方
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い
盛
会
裏
に
終

了
し
ま
し
た
。

　
恒
例
と
な
っ
た
沿
線
住
民
交
流
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
８
月
31
日
行
わ
れ
ま

し
た
。
沿
線
以
外
の
大
館
市
、
大
仙
市
の

参
加
者
を
加
え
約
１
６
０
人
が
仙
北
市

「
桧
木
内
川
河
川
公
園
」
に
集
い
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
好
プ
レ
ー
、

珍
プ
レ
ー
が
続
出
す
る
楽
し
い
交
流
会
と

な
り
ま
し
た
。

■
財
政
課

　
平
成
24
年
５
月
30
日
か
ら
８
月
20
日
ま

で
の
工
事
等
発
注
状
況
（
５
０
０
万
円
以

上
）
は
24
件
、
契
約
額
は
２
億
８
１
７
１

万
８
千
円
で
す
。

■
税
務
課

　
平
成
24
年
７
月
１
日
現
在
の
市
県
民
税

は
、
納
税
義
務
者
数
が
１
万
５
２
０
６
人
、

課
税
額
が
16
億
１
１
０
６
万
１
千
円
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
６
１
９
８
世
帯
、
課

税
額
が
６
億
２
９
７
９
万
１
千
円
で
す
。

■
生
活
課

　
７
月
５
日
、
国
道
１
０
５
号
の
阿
仁
比

立
内
地
区
に
お
い
て
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
北
秋
田
地
域
振
興
局
、
北
秋
田
警
察

署
、
市
役
所
、
産
業
廃
棄
物
協
会
等
で
構

成
さ
れ
た
「
美
し
い
ふ
る
さ
と
北
秋
田
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
が
不
法

投
棄
廃
棄
物
を
回
収
し
、
北
秋
田
市
内
の

環
境
美
化
に
努
め
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
廃
棄
物
の

広
域
処
理
は
、
７
月
31
日
に
岩
手
県
野
田

村
の
破
砕
選
別
施
設
を
視
察
し
、
可
燃
物

受
入
れ
の
可
能
性
を
検
討
し
て
き
ま
し
た

が
、
８
月
７
日
の
「
新
規
調
整
は
行
わ
な

い
」
と
い
う
環
境
省
の
発
表
を
受
け
、
秋

田
県
も
８
月
９
日
、
県
内
の
試
験
焼
却
を

実
施
し
た
３
市
２
事
務
組
合
で
対
応
す
る

方
針
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
当
市
の
受
入

れ
の
検
討
は
中
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
北
秋
田
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進

審
議
会
を
８
月
21
日
に
開
催
し
、
北
秋
田

市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
書
案
の
審

議
を
行
い
ま
し
た
。
市
民
か
ら
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
、
成
案
と
す
る
予
定
で
す
。

　
防
犯
街
灯
設
置
補
助
金
は
、
自
治
会
等

の
維
持
管
理
費
の
軽
減
と
環
境
へ
の
配
慮

か
ら
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
促
進
す
る
た
め
、
補

助
金
要
綱
を
見
直
し
の
う
え
改
正
し
た
の

で
、
今
後
、
各
自
治
会
等
へ
啓
発
し
て
い

き
ま
す
。

　
消
費
生
活
相
談
業
務
は
、
４
月
か
ら
８

月
末
ま
で
の
相
談
件
数
は
32
件
で
、
訪
問

販
売
・
通
信
販
売
な
ど
無
店
舗
に
よ
る
販

売
に
関
す
る
相
談
が
半
数
を
占
め
て
い
ま

す
。
継
続
し
て
い
る
案
件
が
３
件
あ
り
、

解
決
に
向
け
引
き
続
き
積
極
的
に
支
援
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

９月定例議会行政報告（その１）

▲８月21日に開催された北秋田市廃棄物減
量等推進審議会

総
務
部
関
係

財
務
部
関
係

市
民
生
活
部
関
係

2広報きたあきた　2012．10．１
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■
市
民
課

　
７
月
９
日
か
ら
外
国
人
住
民
に
係
る
住

民
基
本
台
帳
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
外
国
人
住
民
も
住
民
基
本

台
帳
制
度
の
対
象
と
な
り
、
市
区
町
村
に

お
い
て
「
住
民
票
」
が
作
成
さ
れ
、
住
民

票
の
写
し
の
交
付
に
よ
る
居
住
関
係
の
公

証
や
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。

　
８
月
１
日
現
在
の
国
民
健
康
保
険
前
期

高
齢
者
受
給
者
証
の
交
付
者
数
は
２
２
１

７
人
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証

の
交
付
者
数
は
７
８
５
２
人
、
福
祉
医
療

受
給
者
証
の
交
付
者
数
は
５
７
３
９
人
で

す
。

■
福
祉
課 

　
第
62
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
を
、

７
月
19
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
各
関
係
機

関
・
団
体
か
ら
約
３
２
０
人
が
参
加
し
、

街
頭
パ
レ
ー
ド
と
市
民
集
会
を
通
し
て
、

家
庭
、
職
場
、
地
域
社
会
へ
犯
罪
や
非
行

の
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式

を
、
８
月
31
日
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
関
係
者
並
び
に
遺
族
会
員
２
８
０
人

が
出
席
し
、
北
秋
田
市
関
係
戦
没
者
１
７

０
０
人
の
方
々
に
対
し
、
黙
と
う
と
献
花

を
行
い
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　
市
の
指
定
管
理
施
設
で
あ
る
「
フ
ー
ド

セ
ン
タ
ー
た
か
の
す
」
と
「
も
ろ
び
こ
ど

も
園
」
は
、
指
定
管
理
期
間
が
平
成
25
年

３
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
市
広

報
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
７
月
２

日
か
ら
募
集
を
開
始
し
、
７
月
17
日
に
は

募
集
に
伴
う
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
現
場
説

明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
高
齢
福
祉
課

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
障
が
い
を
含
め

健
康
に
不
安
を
抱
え
る
方
に
「
救
急
医
療

情
報
キ
ッ
ト
」
を
７
月
２
日
か
ら
配
布
し

て
い
ま
す
。「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」

は
、
救
急
お
よ
び
緊
急
時
に
迅
速
に
支
援

が
行
え
る
よ
う
、
緊
急
連
絡
先
や
か
か
り

つ
け
医
な
ど
の
情
報
を
専
用
の
容
器
に
入

れ
、
自
宅
の
冷
蔵
庫
に
保
管
す
る
こ
と
で
、

万
一
の
場
合
に
備
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
８
月
20
日
現
在
、
市
内
５
２
７

世
帯
に
地
域
民
生
委
員
等
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
配
布
し
ま
し
た
。

　
市
の
指
定
管
理
施
設
で
あ
る
「
軽
費
老

人
ホ
ー
ム
大
野
台
エ
コ
ー
ハ
イ
ツ
」、「
合

川
高
齢
者
生
活
支
援
施
設
」、「
老
人
憩
い

の
家
こ
と
ぶ
き
荘
」
は
、
指
定
管
理
期
間

が
平
成
25
年
３
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
市
広
報
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し

て
７
月
２
日
か
ら
募
集
を
開
始
し
、
７
月

17
日
に
は
、
募
集
に
伴
う
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
の
現
場
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
で
、
平
成
24
年
度
に
１
事
業
所

を
整
備
予
定
と
し
て
い
た
地
域
密
着
型
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
（
認

知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
に
つ
い
て
、
整

備
計
画
の
公
募
を
し
た
と
こ
ろ
４
法
人
か

ら
整
備
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
市
で
は

高
齢
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
運
営
委
員
会

か
ら
の
審
査
選
考
の
答
申
を
受
け
て
、
社

会
福
祉
法
人
芳
徳
会
を
運
営
予
定
事
業
者

と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。
同
法
人
で
は
建

設
準
備
が
整
い
し
だ
い
施
設
整
備
に
着
手

す
る
予
定
で
す
。

■
健
康
推
進
課

　
集
団
検
診
の
受
診
状
況
は
特
定
健
康
診

査
２
０
１
８
人
、
一
般
健
康
診
査
62
人
、

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
１
０
９
５
人
で
す
。

　
献
血
実
施
状
況
は
、
７
月
末
現
在
で
全

血
献
血
２
５
９
人
で
す
。　

■
医
療
推
進
課

　
第
１
回
目
の
北
秋
田
市
地
域
医
療
連
携

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
を
７
月
25
日
に
開

催
し
、
本
年
度
の
事
業
計
画
の
協
議
と

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
お
け
る
困
難
事
例
の
検

証
を
行
い
ま
し
た
。

■
診
療
所

　
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
市
立
３
診
療
所

の
外
来
患
者
数
は
、
阿
仁
診
療
所
は
、
内

科
３
７
８
８
人
で
前
年
同
期
比
77
人
の
増
、

外
科
４
０
２
７
人
で
前
年
同
期
比
３
３
１

人
の
増
、
歯
科
１
２
５
９
人
で
前
年
同
期

比
１
７
８
人
の
減
。
合
川
診
療
所
で
は
、

４
９
４
４
人
で
前
年
同
期
比
７
２
２
人
の

減
。
米
内
沢
診
療
所
で
は
、
内
科
６
２
４

１
人
で
前
年
同
期
比
２
７
４
７
人
の
減
、

小
児
科
５
２
４
人
で
前
年
同
期
比
１
０
４

人
の
減
、
整
形
外
科
１
５
７
７
人
で
前
年

同
期
比
２
９
７
人
の
減
、
脳
血
管
外
科
３

７
１
人
で
前
年
同
期
比
２
０
７
人
の
減
、

心
臓
血
管
外
科
90
人
で
前
年
同
期
比
９
人

減
で
す
。
今
後
も
安
定
し
た
診
療
所
運
営

に
努
め
ま
す
。

９月定例議会行政報告（その１）

▲戦没者に哀悼の意を表するとともに平和
への誓いを新たにした市戦没者追悼式

健
康
福
祉
部
関
係

▲7月19日に行われた、第62回社会を明る
くする運動の街頭パレード



9
月
定
例
議
会

行

政

報

告

（２）

９月定例議会行政報告（その２）

■
農
林
課

　
今
年
の
水
稲
は
、
豪
雪
と
低
温
に
よ
り

田
植
え
期
が
遅
れ
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
の
高
温
傾
向
に
よ
り
例
年

同
時
期
に
出
穂
し
て
い
ま
す
。

　
き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
の
青
果
物
等
は
、

集
荷
数
は
平
年
よ
り
若
干
多
い
も
の
の
、

価
格
が
若
干
下
落
傾
向
で
す
。

　
福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
放
射
性
物

質
検
査
は
、
秋
田
県
が
「
出
荷
制
限
指
示

対
象
自
治
体
の
隣
接
自
治
体
」
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
年
度
も
県
が
実
施
し
て
い
ま

す
。
北
秋
田
市
に
お
い
て
は
、
５
月
に
わ

ら
び
、
ね
ま
が
り
た
け
、
６
月
に
は
み
ず
、

阿
仁
川
の
ア
ユ
の
検
査
が
行
わ
れ
全
て
不

検
出
（
測
定
限
界
値
以
下
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
米
は
、
９
月
中
旬
よ
り
旧
市
町
村

単
位（
69
カ
所
）で
行
わ
れ
ま
す
。

　
鷹
巣
牧
場
は
、
老
朽
荒
廃
化
し
た
草
地

を
緊
急
か
つ
計
画
的
に
整
備
す
る
た
め
、

平
成
24
年
度
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
に

申
請
し
た
と
こ
ろ
、
５
月
21
日
付
け
で
実

施
計
画
の
樹
立
地
区
と
し
て
選
定
に
な
り
、

現
在
、
実
施
計
画
を
策
定
中
で
す
。
計
画

で
は
平
成
24
年
度
測
量
設
計
、
25
年
度
か

ら
草
地
の
造
成
・
整
備
改
良
工
事
（
面
積

15・9
ha
）を
行
い
27
年
度
完
成
予
定
で
す
。

　
７
月
15
日
か
ら
16
日
発
生
の
豪
雨
災
害

は
、
小
阿
仁
川
及
び
米
代
川
の
増
水
に
よ

り
管
内
の
農
地
13 

ha
が
冠
水
し
ま
し
た
が
、

冠
水
時
間
が
短
く
水
稲
の
被
害
は
最
小
限

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
農
地
・
農
業
施
設
災
害
は
、
田
２
カ
所
、

農
道
２
カ
所
、
農
業
用
排
水
路
11
カ
所
が

国
庫
補
助
事
業
の
査
定
を
受
け
順
次
復
旧

事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
同
じ
く
林
道
災
害
は
、
３
路
線
４
カ
所

を
災
害
復
旧
事
業
査
定
に
向
け
作
業
中
で

す
。
ま
た
、
小
規
模
災
害
に
つ
い
て
は
、

随
時
復
旧
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
有
害
駆
除
は
、
例
年
に
な
く
人
家
近
く

へ
の
熊
の
出
没
が
多
く
、
８
月
16
日
現
在
、

鷹
巣
地
区
３
頭
、
阿
仁
地
区
２
頭
、
森
吉

地
区
２
頭
、
合
川
地
区
２
頭
の
合
計
９
頭

を
駆
除
し
て
い
ま
す
。

■
商
工
観
光
課

　
緊
急
雇
用
創
出
事
業
は
、
県
の
基
金
事

業
を
活
用
し
13
事
業
、
40
人
を
雇
用
し
て

い
ま
す
。

　
特
産
品
事
業
は
、
８
月
７
日
に
「
提
案

公
募
型
特
産
品
活
性
化
推
進
事
業
プ
レ
ゼ

ン
審
査
会
」
が
行
わ
れ
、
あ
き
た
雑
穀
村

の
「
雑
穀
パ
フ
」
の
商
品
化
事
業
を
認
定

し
ま
し
た
。

　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
は
、
７
月
２

日
と
３
日
、「
北
秋
田
市
特
産
品
夏
の
新
作

フ
ェ
ア
」
が
、
東
京
都
板
橋
区
ハ
ッ
ピ
ー

ロ
ー
ド
大
山
商
店
街
振
興
組
合
イ
ベ
ン
ト

会
場
で
行
わ
れ
、
市
内
４
事
業
所
に
よ
る

特
産
品
の
販
売
と
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

大
勢
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
観
光
振
興
関
係
は
、
８
月
29
日
と
30
日

に
大
阪
府
豊
中
市
に
お
い
て
「
大
阪
国
際

空
港
就
航
都
市
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
、

北
秋
田
市
も
空
港
所
在
地
の
自
治
体
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
防
災
面
は
も
と
よ
り

北
東
北
地
域
の
窓
口
と
し
て
、
現
在
休
航

状
態
と
な
っ
て
い
る
大
阪
便
が
就
航
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

■
都
市
計
画
課

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
は
、

８
月
末
で
交
付
決
定
件
数
３
１
１
件
、
交
付

決
定
額
４
５
２
６
万
９
千
円
、
対
予
算
比
約

75
％
で
す
。
昨
年
の
同
時
期
と
比
べ
て
件
数

で
約
16
％
増
、
金
額
で
は
約
17
％
増
で
、
依

然
と
し
て
高
い
需
要
が
あ
る
も
の
と
み
ら
れ

ま
す
。

　
市
営
住
宅
整
備
事
業
は
、
南
鷹
巣
団
地
建

替
え
に
伴
う
一
部
移
転
敷
地
で
旧
鷹
巣
小
学

校
舎
の
解
体
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
市
営
住
宅
の
維
持
管
理
は
、
明
田
団
地
、

サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
な
か
た
い
住
宅
の
劣
化
し

た
外
壁
の
改
修
工
事
を
実
施
し
、
長
寿
命
化

や
居
住
環
境
の
維
持
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
建
設
課

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
は
、

大
野
台
幹
線
舗
装
新
設
工
事
が
完
成
し
、

大
堤
〜
昭
和
線
ほ
か
１
件
の
舗
装
補
修
工

事
、
奥
見
内
橋
ほ
か
６
件
の
橋
梁
点
検

・
橋
梁
補
修
詳
細
設
計
業
務
委
託
、
前
山

橋
ほ
か
１
件
の
橋
梁
補
修
工
事
を
発
注
し

ま
し
た
。

　
道
路
新
設
改
良
事
業
は
、
七
日
市
〜
松

沢
線
測
量
設
計
業
務
委
託
、
大
町
〜
川
戸

沼
線
道
路
（
歩
道
）
改
良
工
事
を
発
注
。

　
道
路
・
側
溝
・
舗
装
等
維
持
工
事
は
、

大
沢
〜
李
岱
線
ほ
か
３
件
が
完
成
し
、
宮

ノ
下
線
ほ
か
８
件
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
災
害
復
旧
事
業
は
、
今
泉
沢
線
道
路
災

害
復
旧
工
事
が
完
成
し
、
７
月
の
豪
雨
に

よ
る
坊
川
沢
川
ほ
か
８
件
の
河
川
・
道
路

災
害
復
旧
工
事
の
災
害
査
定
に
向
け
た
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

産
業
部
関
係

建
設
部
関
係

▲大勢の買い物客で賑わった「北秋田市特
産品夏の新作フェア」
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■
上
下
水
道
課

　
 

簡
易
水
道
事
業
は
、
東
地
区
簡
易
水

道
第
１
取
水
場
テ
レ
メ
ー
タ
取
替
工
事
、

赤
坂
配
水
場
ポ
ン
プ
取
替
工
事
、
阿
仁
合

地
区
簡
易
水
道
導
水
施
設
改
良
工
事
、
七

座
地
区
簡
易
水
道
配
水
流
量
計
更
新
工
事
、

小
猿
部
地
区
簡
易
水
道
吉
野
配
水
池
水
位

計
設
置
工
事
、
桂
瀬
地
区
送
・
配
水
管
移

設
工
事
の
６
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
鷹
巣
処
理
区
に

お
い
て
、
綴
子
字
柳
中
地
内
の
面
整
備
工

事
１
件
、
脇
神
字
平
崎
上
岱
地
内
の
舗
装

復
旧
工
事
１
件
が
完
成
し
、
下
水
道
事
業

変
更
認
可
設
計
業
務
委
託
１
件
を
発
注
し

て
い
ま
す
。

■
常
備
消
防

　
５
月
か
ら
７
月
末
ま
で
の
火
災
、
救
急

等
の
発
生
出
場
状
況
は
、
火
災
は
４
件
で
、

前
年
度
同
期
比
１
件
の
増
で
、
内
訳
は
、

建
物
１
件
、
林
野
１
件
、
車
輌
１
件
、
そ

の
他
１
件
で
す
。

　
救
急
出
場
は
３
３
６
件
で
搬
送
人
員
は

３
２
６
人
、
前
年
同
期
比
で
16
件
の
減
で

５
人
の
増
。
種
別
で
は
急
病
１
９
６
人
、

一
般
負
傷
48
人
、
交
通
事
故
43
人
、
そ
の

他
20
人
で
す
。
ま
た
、
救
助
出
場
は
11
件

で
11
人
を
救
出
し
、
前
年
同
期
比
11
件
の

減
で
す
。

■
非
常
備
消
防

　
北
秋
田
市
消
防
団
消
防
訓
練
大
会
が
７

月
８
日
、
合
川
健
康
広
場
で
開
催
さ
れ
日

頃
の
訓
練
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
ま

た
、
婦
人
消
防
協
力
隊
の
炊
き
出
し
訓
練

を
併
せ
て
行
い
、
消
防
団
員
・
婦
人
消
防

協
力
隊
３
３
３
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

■
総
務
課 

　
各
小
・
中
学
校
の
工
事
関
係
は
、
雪
害
、

風
害
に
よ
る
破
損
箇
所
の
補
修
や
改
修
を

優
先
的
に
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
関

係
工
事
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
の
今
年
度
計
画
さ
れ
て

い
る
改
修
工
事
等
も
順
次
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
米
内
沢
小
学
校
関
係
で
は
プ
ー
ル

の
移
設
工
事
も
６
月
末
日
を
も
っ
て
完
成

し
、
校
舎
の
本
体
工
事
は
、
約
80
％
の
進

捗
と
な
っ
て
お
り
、
９
月
か
ら
は
太
陽
光

発
電
機
器
の
設
置
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
は
、
一
学

期
（
４
月
24
日
〜
７
月
19
日
）
に
12
人
の

児
童
、
生
徒
が
利
用
し
ま
し
た
。
二
学
期

は
８
月
20
日
か
ら
始
業
し
て
い
ま
す
。

■
学
校
教
育
課

　
８
月
に
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

の
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
継
続
し
て
任
用

さ
れ
る
２
人
の
ほ
か
、
新
た
に
来
日
し
た

シ
ャ
ウ
・
ト
ッ
ド
・
リ
チ
ャ
ー
ド
氏
、
モ
リ

ス
・
ラ
ッ
セ
ル
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
氏
、
リ
ー

ゼ
ン
バ
ー
ク
・
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
エ
ド
ワ
ー
ド

氏
の
３
人
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
配

属
さ
れ
る
学
校
の
児
童
生
徒
と
一
緒
に
英
語

の
学
習
や
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
生
涯
学
習
課 

　
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
成
人
式
は
、
８

月
15
日
、
文
化
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
の
対
象
者
は
３
８
８
人

で
、
そ
の
う
ち
３
０
１
人
が
出
席
し
、
恩

師
を
は
じ
め
関
係
者
か
ら
の
激
励
を
受
け
、

成
人
と
し
て
の
誓
い
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

　
前
田
公
民
館
の
建
設
は
、
７
月
19
日
に

工
事
契
約
を
締
結
し
、
完
成
は
12
月
中
旬

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
第
３
回
目
と
な
る
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

の
祭
典
「
音
祭
」
が
７
月
29
日
、
文
化
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
社
会

人
・
高
校
生
バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
10
組
を
は

じ
め
、
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
等
が
出
演
し
、

館
内
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ

ビ
ー
や
屋
外
で
は
出
店
が
あ
り
、
来
場
者

は
お
祭
り
ム
ー
ド
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
８
月
26
日
、
第
７
回
北
秋
田
市
民
俗
芸

能
大
会
が
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
市
内
の
３
団
体
と
国
際
教
養
大

学
地
域
環
境
セ
ン
タ
ー
に
も
協
力
し
て
い

た
だ
き
、
郷
土
色
豊
か
な
芸
能
で
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
７
月
27
日
か
ら
31
日
の
５
日
間
、
第
39

回
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
事
業

が
北
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
、
ド
イ
ツ
ス

ポ
ー
ツ
ユ
ー
ゲ
ン
ト
（
地
域
青
少
年
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
か
ら
男
女
７
人
（
１
人

指
導
者
）
が
訪
れ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
団
一

行
は
、
秋
田
北
鷹
高
校
の
生
徒
と
意
見
交

換
会
を
行
っ
た
ほ
か
、
弓
道
・
剣
道
・
書

道
・
茶
道
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、

民
泊
を
引
き
受
け
て
も
ら
っ
た
家
族
と
の

交
流
に
よ
り
日
本
文
化
や
生
活
様
式
に
触

れ
な
が
ら
、
北
秋
田
市
の
観
光
地
や
温
泉

を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲日ごろの訓練の成果を披露した北秋田市
消防団消防訓練大会

▲８月26日、文化会館で行われた第７回北
秋田市民俗芸能大会

消
防
本
部
関
係

教
育
委
員
会
関
係



　
懇
話
会
は
、
市
の
現
状
や
周
知
事
項
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
行
政
へ
の
意
見
・

要
望
を
伺
う
機
会
と
し
て
平
成
19
年
度
か

ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
度
は
阿

仁
地
区
を
皮
切
り
に
４
地
区
で
市
民
約
１

７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
８
月
21
日
の
阿
仁
会
場
で
は
、
開
会
に

あ
た
り
津
谷
市
長
が
「
震
災
が
れ
き
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
、
可
燃
物
の
受
け
入
れ

を
前
提
に
検
討
し
て
き
た
が
、
国
の
方
針

を
踏
ま
え
た
県
か
ら
の
通
知
で
は
、
当
市

に
対
す
る
協
力
要
請
は
無
い
も
の
と
判
断

し
て
い
る
。
今
後
も
、
災
害
廃
棄
物
処
理

以
外
の
要
請
に
対
し
て
、
可
能
な
限
り
支

援
し
て
い
き
た
い
。
今
年
は
、
秋
田
内
陸

線
の
存
続
に
向
け
た
４
者
合
意
の
最
終
年

度
。
市
と
し
て
も
、
秋
田
内
陸
線
は
地
域

住
民
の
足
と
し
て
、
ま
た
森
吉
山
周
辺
に

観
光
客
を
呼
び
込
む
ツ
ー
ル
と
し
て
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
爆
発
的
な
人

気
と
な
っ
て
い
る
バ
タ
ー
餅
に
つ
い
て
、

６
月
29
日
に
、
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
と
し

て
特
許
庁
に
商
標
登
録
を
申
請
、
７
月
23

日
に
は
、
日
本
バ
タ
ー
餅
協
会
が
設
立
さ

れ
た
。
バ
タ
ー
餅
を
一
過
性
の
も
の
で
な

く
、
市
の
特
産
品
と
し
て
育
て
て
い
く
と

と
も
に
、
今
後
も
特
徴
あ
る
も
の
を
育
て
、

発
見
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今

日
は
限
ら
れ
た
時
間
で
す
が
、
住
み
よ
い

北
秋
田
市
づ
く
り
の
た
め
皆
様
か
ら
忌
憚

の
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど

と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
市
の
担
当
職
員
が
、
平
成
24

年
度
福
祉
の
雪
事
業
と
空
き
家
等
実
態
調

査
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
質
問
や
意

見
、
そ
の
回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
河
川
公
園
に
菖
蒲
園
の
花
菖
蒲
を
移
せ

な
い
か
。

　
菖
蒲
園
は
、
３
年
か
け
て
今
後
ど
う
す

る
か
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
て
、
今
年

が
３
年
目
に
な
る
。
結
論
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
が
、
荒
瀬
自
治
会
と
廃
止
を
視
野

に
入
れ
た
協
議
を
進
め
て
い
る
。
も
し
、

廃
止
が
決
定
す
れ
ば
、
花
菖
蒲
は
各
所
に

移
設
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
河
川
公
園

も
そ
の
候
補
の
ひ
と
つ
。

▼
空
き
家
調
査
を
し
た
場
合
の
指
導
は
ど

う
す
る
の
か
。
人
が
住
ん
で
い
な
が
ら
、

壊
れ
て
傷
ん
で
い
る
家
も
あ
り
、
隣
近
所
に

迷
惑
が
か
か
る
こ
と
も
心
配
さ
れ
る
。
空
き

家
調
査
の
際
は
、
把
握
し
て
お
い
て
ほ
し
い
。 

　

今
回
の
調
査
で
実
態
把
握
を
し
た
う
え
、

空
家
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
等
を
検

討
し
な
が
ら
、
周
囲
に
迷
惑
が
か
か
る
建

物
の
整
理
を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。
迷

惑
が
か
か
っ
て
い
る
事
例
は
、
連
絡
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
所
有
者
を
さ
が
し
、
そ
の

都
度
、
電
話
や
文
章
で
適
正
な
管
理
を
お

願
い
す
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

▼
高
齢
化
が
進
み
、
民
生
委
員
の
役
割
が

非
常
に
大
事
に
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う

に
し
て
選
ん
で
い
る
の
か
。 

　

市
に
は
民
生
委
員
が
１
５
０
人
い
る
。

例
え
ば
75
歳
以
上
の
更
新
は
し
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
が
、
各
集
落
に
よ
っ
て
は
、

な
り
手
が
い
な
い
状
況
で
例
外
も
あ
る
。

前
任
者
、
自
治
会
長
、
婦
人
会
と
相
談
し

た
り
し
な
が
ら
、
多
く
は
、
前
任
者
か
ら

推
薦
を
い
た
だ
く
場
合
が
多
い
。

▼
お
盆
で
帰
省
す
る
人
が
、
市
民
病
院
で

の
人
工
透
析
を
申
し
込
ん
だ
が
、
昨
年
も

断
ら
れ
、
今
年
も
６
月
に
申
し
込
ん
だ
が

断
ら
れ
た
。
何
か
月
前
に
予
約
す
れ
ば
受

け
入
れ
て
も
ら
え
る
の
か
。

　
市
で
50
人
以
上
の
方
が
人
工
透
析
を
受

け
て
い
る
。
市
内
で
人
工
透
析
を
受
け
ら

れ
る
と
こ
ろ
は
市
民
病
院
し
か
な
く
、
市

民
の
方
で
さ
え
も
市
外
で
受
け
て
い
る
方

も
い
る
状
況
で
あ
り
、
新
た
な
患
者
さ
ん

を
受
け
入
れ
る
余
裕
が
今
の
と
こ
ろ
無
い

と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
は
、
４
㎞
以
上
が

対
象
と
決
ま
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
体
の

小
さ
い
小
学
校
１
、
２
年
生
に
つ
い
て
は
、

３
㎞
位
で
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
対
象
に
入

れ
る
な
ど
柔
軟
に
考
え
て
ほ
し
い
。

　
小
学
校
４
㎞
以
上
、
中
学
校
７
㎞
以
上

と
規
定
は
あ
る
が
、
道
路
の
状
況
、
子
ど

も
た
ち
の
発
達
年
齢
な
ど
を
加
味
し
な
が

ら
、
弾
力
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

▼
合
川
小
学
校
の
新
校
舎
が
建
設
さ
れ
る

場
所
は
、
平
成
19
年
の
豪
雨
災
害
で
浸
水

し
た
地
域
で
あ
る
が
、
安
全
を
考
え
て
の

計
画
で
あ
る
の
か
。

　
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
森
吉
山
ダ
ム

が
完
成
し
、
阿
仁
川
の
護
岸
工
事
も
完
成

し
て
い
る
の
で
、
19
年
豪
雨
災
害
程
度
で

あ
っ
て
も
大
丈
夫
だ
と
聞
い
て
い
る
。
１

０
０
％
安
全
だ
と
は
言
え
な
い
が
、
新
校

舎
建
設
の
際
は
、
そ
の
こ
と
に
充
分
考
慮

し
な
が
ら
土
台
を
嵩
上
げ
す
る
な
ど
万
が

一
の
た
め
に
備
え
た
い
。

▼
市
民
病
院
は
、
医
師
の
ほ
か
看
護
師
も

足
り
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
以
前
、
阿
仁

病
院
か
ら
米
内
沢
病
院
に
看
護
師
が
派
遣

さ
れ
、
ま
た
米
内
沢
病
院
か
ら
も
北
秋
中

央
病
院
に
看
護
師
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
時

期
が
あ
っ
た
。
北
秋
田
市
民
病
院
に
は
、

市
と
し
て
看
護
師
の
派
遣
は
考
え
て
い
な

い
の
か
。

　
適
切
な
診
療
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
看
護
師

の
体
制
は
、
き
ち
ん
と
充
実
す
る
よ
う
考

え
て
い
き
た
い
。

▼
消
火
栓
ホ
ー
ス
の
格
納
箱
の
更
新
は
、

市
の
予
算
で
や
っ
て
ほ
し
い
。

　
合
併
当
時
の
格
納
箱
の
設
置
箇
所
は
、

合
川
地
区
２
７
２
カ
所
、
森
吉
地
区
１
３

９
カ
所
、
阿
仁
地
区
16
カ
所
、
鷹
巣
地
区

３
カ
所
で
あ
っ
た
。
合
併
後
、
格
納
箱
の

管
理
は
自
治
会
に
お
願
い
し
て
い
る
の

で
、
現
在
消
防
で
は
設
置
箇
所
数
や
管
理

状
況
を
把
握
し
て
い
な
い
。
こ
の
件
は
持

ち
帰
っ
て
協
議
し
た
い
。

▼
八
幡
平
の
熊
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、

市
長
は
以
前
か
ら
受
け
入
れ
を
考
え
て
い

る
と
の
話
で
あ
っ
た
。
県
と
の
折
り
合
い

が
つ
く
な
ら
、
北
秋
田
市
の
知
名
度
ア
ッ

プ
か
ら
も
、
全
頭
受
け
入
れ
て
も
良
い
の

で
は
と
思
う
が
。

　
こ
の
ま
ま
熊
を
非
常
に
劣
悪
な
環
境
で

飼
い
続
け
る
と
、
残
酷
な
県
で
あ
る
と
イ

メ
ー
ジ
が
悪
く
な
り
、
県
内
の
観
光
な
ど

に
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
で
は
と
心
配
し
て

い
る
。
北
秋
田
市
は
マ
タ
ギ
の
文
化
が
あ

り
、
自
然
と
人
間
の
共
存
に
重
き
を
置
い

て
き
た
地
域
で
あ
り
、
秋
田
県
内
で
引
き

受
け
る
と
す
れ
ば
、
阿
仁
の
熊
牧
場
し
か

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
市
単
独
で
は
施
設

の
問
題
も
あ
る
の
で
、
色
々
な
機
関
か
ら

応
援
が
あ
れ
ば
市
と
し
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

▼
舟
場
で
は
、
県
道
の
側
溝
と
市
道
の
側

溝
が
合
流
し
た
そ
の
先
の
側
溝
工
事
を
要

望
し
て
い
る
が
、
一
切
行
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
の
水
を
集
め
、
そ
の
先

の
こ
と
は
知
ら
な
い
で
は
困
る
。
最
後
ま

で
流
れ
る
よ
う
工
事
を
要
望
す
る
。

　
す
ぐ
に
現
場
を
確
認
し
、
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。 

▼
伊
勢
町
で
は
、
水
路
よ
り
川
の
方
が
高

い
位
置
に
あ
る
た
め
、
大
雨
の
時
に
水
門

を
閉
め
る
が
、
そ
の
際
、
そ
こ
に
集
ま
る

雨
水
を
川
に
放
流
す
る
ポ
ン
プ
を
設
置
す

る
と
前
か
ら
聞
い
て
い
る
。
設
置
は
い
つ

に
な
る
の
か
。

　
国
に
は
大
雨
の
際
に
伊
勢
町
の
水
門
か

ら
放
流
で
き
な
け
れ
ば
、
広
い
範
囲
に
影

響
す
る
の
で
は
と
話
し
は
し
て
い
る
。
国

で
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
が
、
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

▼
小
又
・
長
坂
の
市
道
は
、
カ
ー
ブ
が
き

つ
く
、
救
急
車
や
消
防
車
が
入
る
に
も
狭

く
、
危
険
で
あ
る
。
早
急
に
対
応
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
改
良
工
事
を
早
め
に
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
る
が
、
用
地
交
渉
に
難
し
い
箇
所

が
あ
る
た
め
、
用
地
交
渉
に
努
め
な
が
ら
、

改
良
を
進
め
た
い
。

▼
阿
仁
前
田
の
駅
前
に
、
家
が
つ
ぶ
れ
10

年
に
も
な
る
が
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
な
っ

て
い
る
所
が
あ
る
。
で
き
た
ら
早
急
に
処

分
を
。

　
合
併
前
か
ら
働
き
か
け
て
き
た
が
、
返

事
が
返
っ
て
こ
な
い
。
一
方
的
に
手
を
か

け
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
状
況
。
空
き
家

調
査
の
背
景
に
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に

何
ら
か
の
手
段
を
講
じ
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
る
。
今
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。 

▼
森
吉
山
麓
高
原
、
ノ
ロ
川
の
道
路
が
決

壊
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
大
型
車
が

通
れ
な
い
。
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、

ど
う
工
事
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
雪
害
の
影
響
で
、
至
る
所
で
道
路
が
決

壊
し
た
。
山
腹
側
の
土
砂
災
害
も
あ
り
、

市
と
し
て
も
危
険
を
避
け
る
た
め
、
や
む

を
得
ず
規
制
を
し
て
い
る
。
市
の
単
独
予

算
で
、
支
障
を
き
た
し
て
い
る
斜
面
の
撤

去
は
や
っ
て
い
る
が
、
肝
心
の
路
肩
の
決

壊
の
大
き
い
と
こ
ろ
２
カ
所
は
、
９
月
25

日
か
ら
災
害
査
定
に
入
る
。
査
定
終
了
後
、

一
日
も
早
く
工
事
に
着
手
し
た
い
。

▼
旧
米
内
沢
病
院
の
建
物
も
ま
だ
建
っ
て

い
る
が
、
排
水
路
や
マ
ン
ホ
ー
ル
も
危
険

な
の
で
、
廃
止
す
る
な
ら
、
な
る
べ
く
早

め
に
廃
止
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
病
院
の
建
物
自
体
は
、
解
体
す
る
方
針
。

排
水
路
は
確
認
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

調
査
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

　
市
で
は
、
北
秋
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
課
題
な
ど
に
つ
い
て
市

民
と
語
り
合
う
移
動
行
政
懇
話
会
を
８
月
21
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
４

地
区
で
開
催
し
、
福
祉
の
雪
事
業
や
空
き
家
等
実
態
調
査
な
ど
に
つ
い

て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
市
民
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
要
望
を
伺
い

ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民

行
政◇

市
内
４
地
区
で
開
催
◇

　
平
成
24
年
度 

移
動
行
政
懇
話
会

地
域
要
望
な
ど
で
意
見
交
換

地
域
要
望
な
ど
で
意
見
交
換

地
域
要
望
な
ど
で
意
見
交
換

▲４地区で開催された移動行政懇話会（鷹巣地区会場）

◆
阿
仁
地
区
（
８
月
21
日
／
阿
仁
ふ
る
さ

と
文
化
セ
ン
タ
ー
／
約
30
人
参
加
）

6広報きたあきた　2012．10．１
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平成24年度 移動行政懇話会

　
懇
話
会
は
、
市
の
現
状
や
周
知
事
項
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
行
政
へ
の
意
見
・

要
望
を
伺
う
機
会
と
し
て
平
成
19
年
度
か

ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
度
は
阿

仁
地
区
を
皮
切
り
に
４
地
区
で
市
民
約
１

７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
８
月
21
日
の
阿
仁
会
場
で
は
、
開
会
に

あ
た
り
津
谷
市
長
が
「
震
災
が
れ
き
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
、
可
燃
物
の
受
け
入
れ

を
前
提
に
検
討
し
て
き
た
が
、
国
の
方
針

を
踏
ま
え
た
県
か
ら
の
通
知
で
は
、
当
市

に
対
す
る
協
力
要
請
は
無
い
も
の
と
判
断

し
て
い
る
。
今
後
も
、
災
害
廃
棄
物
処
理

以
外
の
要
請
に
対
し
て
、
可
能
な
限
り
支

援
し
て
い
き
た
い
。
今
年
は
、
秋
田
内
陸

線
の
存
続
に
向
け
た
４
者
合
意
の
最
終
年

度
。
市
と
し
て
も
、
秋
田
内
陸
線
は
地
域

住
民
の
足
と
し
て
、
ま
た
森
吉
山
周
辺
に

観
光
客
を
呼
び
込
む
ツ
ー
ル
と
し
て
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
爆
発
的
な
人

気
と
な
っ
て
い
る
バ
タ
ー
餅
に
つ
い
て
、

６
月
29
日
に
、
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
と
し

て
特
許
庁
に
商
標
登
録
を
申
請
、
７
月
23

日
に
は
、
日
本
バ
タ
ー
餅
協
会
が
設
立
さ

れ
た
。
バ
タ
ー
餅
を
一
過
性
の
も
の
で
な

く
、
市
の
特
産
品
と
し
て
育
て
て
い
く
と

と
も
に
、
今
後
も
特
徴
あ
る
も
の
を
育
て
、

発
見
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今

日
は
限
ら
れ
た
時
間
で
す
が
、
住
み
よ
い

北
秋
田
市
づ
く
り
の
た
め
皆
様
か
ら
忌
憚

の
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど

と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
市
の
担
当
職
員
が
、
平
成
24

年
度
福
祉
の
雪
事
業
と
空
き
家
等
実
態
調

査
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
質
問
や
意

見
、
そ
の
回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
河
川
公
園
に
菖
蒲
園
の
花
菖
蒲
を
移
せ

な
い
か
。

　
菖
蒲
園
は
、
３
年
か
け
て
今
後
ど
う
す

る
か
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
て
、
今
年

が
３
年
目
に
な
る
。
結
論
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
が
、
荒
瀬
自
治
会
と
廃
止
を
視
野

に
入
れ
た
協
議
を
進
め
て
い
る
。
も
し
、

廃
止
が
決
定
す
れ
ば
、
花
菖
蒲
は
各
所
に

移
設
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
河
川
公
園

も
そ
の
候
補
の
ひ
と
つ
。

▼
空
き
家
調
査
を
し
た
場
合
の
指
導
は
ど

う
す
る
の
か
。
人
が
住
ん
で
い
な
が
ら
、

壊
れ
て
傷
ん
で
い
る
家
も
あ
り
、
隣
近
所
に

迷
惑
が
か
か
る
こ
と
も
心
配
さ
れ
る
。
空
き

家
調
査
の
際
は
、
把
握
し
て
お
い
て
ほ
し
い
。 

　

今
回
の
調
査
で
実
態
把
握
を
し
た
う
え
、

空
家
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
等
を
検

討
し
な
が
ら
、
周
囲
に
迷
惑
が
か
か
る
建

物
の
整
理
を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。
迷

惑
が
か
か
っ
て
い
る
事
例
は
、
連
絡
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
所
有
者
を
さ
が
し
、
そ
の

都
度
、
電
話
や
文
章
で
適
正
な
管
理
を
お

願
い
す
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

▼
高
齢
化
が
進
み
、
民
生
委
員
の
役
割
が

非
常
に
大
事
に
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う

に
し
て
選
ん
で
い
る
の
か
。 

　

市
に
は
民
生
委
員
が
１
５
０
人
い
る
。

例
え
ば
75
歳
以
上
の
更
新
は
し
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
が
、
各
集
落
に
よ
っ
て
は
、

な
り
手
が
い
な
い
状
況
で
例
外
も
あ
る
。

前
任
者
、
自
治
会
長
、
婦
人
会
と
相
談
し

た
り
し
な
が
ら
、
多
く
は
、
前
任
者
か
ら

推
薦
を
い
た
だ
く
場
合
が
多
い
。

▼
お
盆
で
帰
省
す
る
人
が
、
市
民
病
院
で

の
人
工
透
析
を
申
し
込
ん
だ
が
、
昨
年
も

断
ら
れ
、
今
年
も
６
月
に
申
し
込
ん
だ
が

断
ら
れ
た
。
何
か
月
前
に
予
約
す
れ
ば
受

け
入
れ
て
も
ら
え
る
の
か
。

　
市
で
50
人
以
上
の
方
が
人
工
透
析
を
受

け
て
い
る
。
市
内
で
人
工
透
析
を
受
け
ら

れ
る
と
こ
ろ
は
市
民
病
院
し
か
な
く
、
市

民
の
方
で
さ
え
も
市
外
で
受
け
て
い
る
方

も
い
る
状
況
で
あ
り
、
新
た
な
患
者
さ
ん

を
受
け
入
れ
る
余
裕
が
今
の
と
こ
ろ
無
い

と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
は
、
４
㎞
以
上
が

対
象
と
決
ま
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
体
の

小
さ
い
小
学
校
１
、
２
年
生
に
つ
い
て
は
、

３
㎞
位
で
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
対
象
に
入

れ
る
な
ど
柔
軟
に
考
え
て
ほ
し
い
。

　
小
学
校
４
㎞
以
上
、
中
学
校
７
㎞
以
上

と
規
定
は
あ
る
が
、
道
路
の
状
況
、
子
ど

も
た
ち
の
発
達
年
齢
な
ど
を
加
味
し
な
が

ら
、
弾
力
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

▼
合
川
小
学
校
の
新
校
舎
が
建
設
さ
れ
る

場
所
は
、
平
成
19
年
の
豪
雨
災
害
で
浸
水

し
た
地
域
で
あ
る
が
、
安
全
を
考
え
て
の

計
画
で
あ
る
の
か
。

　
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
森
吉
山
ダ
ム

が
完
成
し
、
阿
仁
川
の
護
岸
工
事
も
完
成

し
て
い
る
の
で
、
19
年
豪
雨
災
害
程
度
で

あ
っ
て
も
大
丈
夫
だ
と
聞
い
て
い
る
。
１

０
０
％
安
全
だ
と
は
言
え
な
い
が
、
新
校

舎
建
設
の
際
は
、
そ
の
こ
と
に
充
分
考
慮

し
な
が
ら
土
台
を
嵩
上
げ
す
る
な
ど
万
が

一
の
た
め
に
備
え
た
い
。

▼
市
民
病
院
は
、
医
師
の
ほ
か
看
護
師
も

足
り
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
以
前
、
阿
仁

病
院
か
ら
米
内
沢
病
院
に
看
護
師
が
派
遣

さ
れ
、
ま
た
米
内
沢
病
院
か
ら
も
北
秋
中

央
病
院
に
看
護
師
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
時

期
が
あ
っ
た
。
北
秋
田
市
民
病
院
に
は
、

市
と
し
て
看
護
師
の
派
遣
は
考
え
て
い
な

い
の
か
。

　
適
切
な
診
療
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
看
護
師

の
体
制
は
、
き
ち
ん
と
充
実
す
る
よ
う
考

え
て
い
き
た
い
。

▼
消
火
栓
ホ
ー
ス
の
格
納
箱
の
更
新
は
、

市
の
予
算
で
や
っ
て
ほ
し
い
。

　
合
併
当
時
の
格
納
箱
の
設
置
箇
所
は
、

合
川
地
区
２
７
２
カ
所
、
森
吉
地
区
１
３

９
カ
所
、
阿
仁
地
区
16
カ
所
、
鷹
巣
地
区

３
カ
所
で
あ
っ
た
。
合
併
後
、
格
納
箱
の

管
理
は
自
治
会
に
お
願
い
し
て
い
る
の

で
、
現
在
消
防
で
は
設
置
箇
所
数
や
管
理

状
況
を
把
握
し
て
い
な
い
。
こ
の
件
は
持

ち
帰
っ
て
協
議
し
た
い
。

▼
八
幡
平
の
熊
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、

市
長
は
以
前
か
ら
受
け
入
れ
を
考
え
て
い

る
と
の
話
で
あ
っ
た
。
県
と
の
折
り
合
い

が
つ
く
な
ら
、
北
秋
田
市
の
知
名
度
ア
ッ

プ
か
ら
も
、
全
頭
受
け
入
れ
て
も
良
い
の

で
は
と
思
う
が
。

　
こ
の
ま
ま
熊
を
非
常
に
劣
悪
な
環
境
で

飼
い
続
け
る
と
、
残
酷
な
県
で
あ
る
と
イ

メ
ー
ジ
が
悪
く
な
り
、
県
内
の
観
光
な
ど

に
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
で
は
と
心
配
し
て

い
る
。
北
秋
田
市
は
マ
タ
ギ
の
文
化
が
あ

り
、
自
然
と
人
間
の
共
存
に
重
き
を
置
い

て
き
た
地
域
で
あ
り
、
秋
田
県
内
で
引
き

受
け
る
と
す
れ
ば
、
阿
仁
の
熊
牧
場
し
か

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
市
単
独
で
は
施
設

の
問
題
も
あ
る
の
で
、
色
々
な
機
関
か
ら

応
援
が
あ
れ
ば
市
と
し
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

▼
舟
場
で
は
、
県
道
の
側
溝
と
市
道
の
側

溝
が
合
流
し
た
そ
の
先
の
側
溝
工
事
を
要

望
し
て
い
る
が
、
一
切
行
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
の
水
を
集
め
、
そ
の
先

の
こ
と
は
知
ら
な
い
で
は
困
る
。
最
後
ま

で
流
れ
る
よ
う
工
事
を
要
望
す
る
。

　
す
ぐ
に
現
場
を
確
認
し
、
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。 

▼
伊
勢
町
で
は
、
水
路
よ
り
川
の
方
が
高

い
位
置
に
あ
る
た
め
、
大
雨
の
時
に
水
門

を
閉
め
る
が
、
そ
の
際
、
そ
こ
に
集
ま
る

雨
水
を
川
に
放
流
す
る
ポ
ン
プ
を
設
置
す

る
と
前
か
ら
聞
い
て
い
る
。
設
置
は
い
つ

に
な
る
の
か
。

　
国
に
は
大
雨
の
際
に
伊
勢
町
の
水
門
か

ら
放
流
で
き
な
け
れ
ば
、
広
い
範
囲
に
影

響
す
る
の
で
は
と
話
し
は
し
て
い
る
。
国

で
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
が
、
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

▼
小
又
・
長
坂
の
市
道
は
、
カ
ー
ブ
が
き

つ
く
、
救
急
車
や
消
防
車
が
入
る
に
も
狭

く
、
危
険
で
あ
る
。
早
急
に
対
応
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
改
良
工
事
を
早
め
に
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
る
が
、
用
地
交
渉
に
難
し
い
箇
所

が
あ
る
た
め
、
用
地
交
渉
に
努
め
な
が
ら
、

改
良
を
進
め
た
い
。

▼
阿
仁
前
田
の
駅
前
に
、
家
が
つ
ぶ
れ
10

年
に
も
な
る
が
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
な
っ

て
い
る
所
が
あ
る
。
で
き
た
ら
早
急
に
処

分
を
。

　
合
併
前
か
ら
働
き
か
け
て
き
た
が
、
返

事
が
返
っ
て
こ
な
い
。
一
方
的
に
手
を
か

け
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
状
況
。
空
き
家

調
査
の
背
景
に
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に

何
ら
か
の
手
段
を
講
じ
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
る
。
今
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。 

▼
森
吉
山
麓
高
原
、
ノ
ロ
川
の
道
路
が
決

壊
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
大
型
車
が

通
れ
な
い
。
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、

ど
う
工
事
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
雪
害
の
影
響
で
、
至
る
所
で
道
路
が
決

壊
し
た
。
山
腹
側
の
土
砂
災
害
も
あ
り
、

市
と
し
て
も
危
険
を
避
け
る
た
め
、
や
む

を
得
ず
規
制
を
し
て
い
る
。
市
の
単
独
予

算
で
、
支
障
を
き
た
し
て
い
る
斜
面
の
撤

去
は
や
っ
て
い
る
が
、
肝
心
の
路
肩
の
決

壊
の
大
き
い
と
こ
ろ
２
カ
所
は
、
９
月
25

日
か
ら
災
害
査
定
に
入
る
。
査
定
終
了
後
、

一
日
も
早
く
工
事
に
着
手
し
た
い
。

▼
旧
米
内
沢
病
院
の
建
物
も
ま
だ
建
っ
て

い
る
が
、
排
水
路
や
マ
ン
ホ
ー
ル
も
危
険

な
の
で
、
廃
止
す
る
な
ら
、
な
る
べ
く
早

め
に
廃
止
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
病
院
の
建
物
自
体
は
、
解
体
す
る
方
針
。

排
水
路
は
確
認
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

調
査
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

◆
合
川
地
区
（
８
月
22
日
／
合
川
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
／
約
40
人
参
加
）

◆
鷹
巣
地
区
（
８
月
23
日
／
中
央
公
民
館

／
約
60
人
参
加
）

◆
森
吉
地
区
（
８
月
24
日
／
森
吉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
／
約
40
人
参
加
）
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大
館
北
秋
田
支
部
総
合
防
災
訓
練

大
規
模
地
震
に
備
え
て
連
携
を

平
成
24
年
度
北
秋
田
市
敬
老
式

い
つ
ま
で
も
ご
壮
健
で

▲合川駅前で行われたバケツリレーによ
る初期消火訓練

▲次々に披露される歌や踊りに拍手を送
る参加者（阿仁地区敬老式）

▲お互いの長寿を祝って乾杯する参加者
（合川地区敬老式）

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
９

の
地
震
が
発
生
し
、
北
秋
田
市
で
は
最
大

震
度
６
強
を
記
録
。
市
内
各
地
で
家
屋
が

崩
壊
し
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
す
る
と
と

も
に
、
ほ
ぼ
全
域
で
停
電
。
市
は
直
ち
に

北
秋
田
市
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
災

害
情
報
の
収
集
に
あ
た
り
、
消
火
活
動
や

人
命
救
助
を
実
施
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
合
川
駅
前
地
区
で
は
、
住
民
が
参
加
し

た
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練

や
水
幕
ホ
ー
ス
に
よ
る
延
焼
防
止
訓
練
が
、

ま
た
、
下
杉
地
区
で
は
、
住
民
が
各
世
帯

を
巡
回
し
情
報
の
伝
達
を
す
る
と
と
も
に
、

歩
行
困
難
者
を
リ
ヤ
カ
ー
や
車
椅
子
、
簡

易
担
架
等
を
使
用
し
て
避
難
誘
導
す
る
自

主
防
災
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
水
難
救
助
訓
練
で
は
、
阿
仁
川
の
中
洲

に
取
り
残
さ
れ
た
男
性
１
人
を
救
命
索
発

射
銃
や
ブ
リ
ッ
ジ
線
を
使
用
し
て
救
出
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
が
れ
き
に
よ
る
進
行
不
能
箇
所

を
重
機
で
除
去
す
る
訓
練
や
日
赤
奉
仕
団

の
炊
き
出
し
訓
練
、
応
援
協
定
を
結
ん
で

い
る
事
業
所
か
ら
の
緊
急
援
助
物
資
受
入

訓
練
、
消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
、
自

主
防
災
教
室
な
ど
有
事
に
備
え
た
多
彩
な

訓
練
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

社
会
を
支
え
る
担
い
手
と
し
て
、
今
後
と

も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
。
つ
づ
い
て
阿
仁
合
小

学
校
５
年
の
中
村
美
和
さ
ん
が
敬
老
の
作

文
を
朗
読
。
新
敬
老
者
を
代
表
し
て
小
林

勲
さ
ん
（
銀
山
）
が
「
こ
れ
か
ら
の
人
生

は
、
さ
ら
に
一
日
一
日
の
健
康
管
理
に
留

意
し
な
が
ら
、
家
族
や
社
会
に
あ
ま
り
世

話
を
か
け
ず
に
、
壮
健
で
充
実
し
た
生
活

を
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
い
」
な
ど
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
祝
宴
が
開
か
れ
、
参
加

者
は
お
互
い
の
近
況
な
ど
を
語
り
合
っ
た

り
、
歌
や
踊
り
を
観
賞
し
た
り
し
な
が
ら
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。　

　
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
総

合
防
災
訓
練
が
９
月
２
日
、
合
川
地
区
で

開
か
れ
、
消
防
団
員
や
住
民
約
３
５
０
人

が
参
加
し
、
消
火
活
動
や
人
命
救
助
な
ど

の
訓
練
が
本
番
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
訓
練
は
、
北
秋
田
市
防
災
訓
練
計
画
に

基
づ
き
、
大
規
模
地
震
に
よ
る
災
害
等
の

発
生
を
想
定
し
、
市
民
と
防
災
関
係
機
関

が
一
体
と
な
っ
て
連
絡
、
協
調
体
制
を
確

立
し
、
迅
速
・
的
確
な
応
急
活
動
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
広
く
市
民
に
防
災
思
想

の
普
及
・
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
の
訓
練
は
、
秋
田
県
内
陸
北
部

　
平
成
24
年
度
の
敬
老
式
が
、
９
月
７
日

の
合
川
地
区
を
皮
切
り
に
、
各
地
区
や
施

設
で
開
催
さ
れ
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
今
年
敬
老
式
の
対
象
と
な
っ
た
75
歳
以

上
の
方
は
、
市
全
体
で
８
２
６
２
人
で
す
。

各
地
区
の
式
典
で
は
、
新
た
に
敬
老
を
迎

え
ら
れ
た
方
、
白
寿
・
米
寿
を
迎
え
ら
れ

た
方
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
阿
仁
地
区
で
行
わ
れ
た
敬

老
式
に
は
約
２
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
津
谷
市
長
は
「
市
は
、
地
域
の
温

か
な
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
さ
ら
な

る
発
展
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
、
精
一

杯
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
に

は
、
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
持
っ
て
地
域

8広報きたあきた　2012．10．１

み　
わ
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市長定例記者会見／市長ダイアリー

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見

行
政
評
価
制
度
の
導
入
へ

▲定例記者会見で行政評価制度などに
ついて述べる津谷市長

◇
８
月
16
日
〜
９
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

８
月
16
日（
木
）▽
９
月
補
正
予
算
市
長
査
定
（
本
庁
舎
）
〜
17
日
ま
で

17
日（
金
）▽
消
防
本
部
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
入
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽
平
成
24

　
年
度
国
民
体
育
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
兼
第
30
回
東
北
総
合

　
体
育
大
会
開
始
式
（
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

20
日（
月
）▽
第
29
回
国
民
文
化
祭
北
秋
田
市
実
行
委
員
会（
本
庁
舎
）▽
坊
沢
地
区

　
「
市
長
と
語
る
会
」（
坊
沢
公
民
館
）

21
日（
火
）▽
北
秋
田
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委
嘱
状
交
付（
本
庁
舎
）▽
移 

　
動
行
政
懇
話
会
（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か
）
〜
24
日
ま
で

22
日（
水
）▽
平
成
24
年
度
第
１
回
北
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会（
本
庁
舎
）

24
日（
金
）▽
東
北
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大
会
実
行
委
員
会
義
援
金
寄
贈
（
本

　
庁
舎
）

26
日（
日
）▽
二
ツ
井
今
泉
道
路
・
鷹
巣
西
道
路
中
心
杭
打
式
（
能
代
市
）

27
日（
月
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
８
月
定
例
会（
森
吉
庁
舎
）

28
日（
火
）▽
秋
田
県
林
材
業
団
体
連
絡
協
議
会
総
会
（
秋
田
市
）

29
日（
水
）▽
綴
子
小
学
校
成
田
萌
さ
ん
全
国
陸
上
競
技
大
会
２
位
入
賞
報
告（
本
庁
舎
）

　
▽
秋
田
大
学
医
学
部
主
催
市
民
公
開
講
座
（
秋
田
市
）

30
日（
木
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
株
式
会
社
取
締
役
会
（
阿
仁
庁
舎
）

31
日（
金
）▽
岩
手
県
山
田
町
派
遣
職
員
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
平
成
24
年
度
北

　
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式
（
文
化
会
館
）
▽
平
成
24
年
度
秋
田
県
遺
族
連
合
会
北

　
秋
田
郡
市
地
方
大
会
（
文
化
会
館
）
▽
秋
田
声
楽
研
究
会
合
唱
団
カ
ン
ト
・
ア

　
ム
ゼ
ル
全
国
大
会
最
高
賞
受
賞
報
告
（
本
庁
舎
）

９
月
２
日（
日
）▽
平
成
24
年
度
奥
羽
日
本
訓
練
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
競
技
会
開
会

　
式
（
北
欧
の
杜
公
園
）
▽
平
成
24
年
度
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
総

　
合
防
災
訓
練
（
合
川
庁
舎
）

３
日（
月
）▽
定
例
記
者
会
見
（
本
庁
舎
）▽
部
長
会
議
（
本
庁
舎
）

４
日（
火
）▽
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
（
鹿
角
市
）

７
日（
金
）▽
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
合
川
地
区
敬
老
式
（
合
川
体
育
館
）

８
日（
土
）▽
第
12
回
北
秋
田
市
縄
文
ま
つ
り（
北
秋
中
央
病
院
跡
地
）▽
北
秋
田
市

　
自
治
会
連
絡
協
議
会
役
員
会
（
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
）

10
日（
月
）▽
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
（
議
事
堂
）
〜
20
日
ま
で

11
日（
火
）▽
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
森
吉
地
区
敬
老
式
（
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

　
ン
タ
ー
）

15
日（
土
）▽
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
阿
仁
地
区
敬
老
式（
阿
仁
体
育
館
）▽
鷹
巣
阿

　
仁
青
年
会
議
所
創
立
25
周
年
記
念
式
典
（
文
化
会
館
）

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
９
月
３

日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
市
議
会
９
月
定

例
会
に
提
案
予
定
と
な
っ
て
い
る
案
件
や

行
政
評
価
制
度
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
に
提
案
す
る
予
算
に
つ
い
て
は

「
大
館
能
代
空
港
の
搭
乗
率
が
低
下
す
る

12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
冬
期
間
の
利
用
促

進
対
策
と
し
て
、
片
道
２
５
０
０
円
を
助

成
す
る
大
館
能
代
空
港
運
賃
助
成
事
業
に

６
０
０
万
円
、
ま
た
、
バ
タ
ー
餅
マ
ッ
プ

や
ゆ
る
キ
ャ
ラ
制
作
に
か
か
る
経
費
を
日

本
バ
タ
ー
餅
協
会
に
助
成
す
る
84
万
円
な

ど
を
計
上
し
た
」
な
ど
と
説
明
。

　
行
政
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
「
厳
し
い

財
政
状
況
を
乗
り
越
え
、
山
積
す
る
課
題

を
解
決
し
て
い
く
た
め
の
手
段
の
一
つ
と

し
て
制
度
を
導
入
す
る
た
め
、
８
月
中
旬

に
制
度
の
構
築
に
関
わ
る
業
務
委
託
契
約

を
締
結
し
た
。
本
年
度
は
、
委
託
業
者
の

指
導
や
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
本
市
に
適

し
た
制
度
の
設
計
や
具
体
的
な
評
価
方
法

な
ど
を
学
ぶ
事
と
し
て
い
る
。
８
月
下
旬

に
、
私
は
じ
め
幹
部
職
員
を
対
象
に
し
た

『
行
政
経
営
者
研
修
』
を
行
っ
た
。
９
月

上
旬
か
ら
は
、
医
師
や
消
防
士
な
ど
の
専

門
職
員
を
除
く
全
て
の
一
般
職
員
を
対
象

に
『
行
政
評
価
基
礎
研
修
』
を
開
催
し
、

職
員
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
。
今
後
は
、

内
部
評
価
の
試
行
及
び
検
証
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
外
部
評
価
を
行
う
た
め
の
組
織

づ
く
り
や
委
員
の
研
修
・
演
習
を
行
い
な

が
ら
、
次
年
度
以
降
の
本
格
的
な
実
施
に

向
け
た
手
法
の
確
立
を
目
指
し
て
い
く
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
秋
の
プ
レ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催
に
向
け
た

首
都
圏
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
友
好
都
市

の
三
鷹
市
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
積
極
的
に
生
か
し
な
が
ら
、
北
秋

田
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
報
告

し
ま
し
た
。
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▲縄文文化に触れようと「火おこし」に挑
戦する子ども達

縄文のチカラで街に活力を ●第12回北秋田市縄文まつり

▲個人競技やリレーに述べ382人がエント
リー

自己ベストを目指し力泳 ●第２回北秋田市縄文水泳競技大会

▲県内の各青年会議所の会員も出席し、節
目を祝いました

節目を祝い発展を誓う ●鷹巣阿仁青年会議所創立25周年記念式典

　
第
12
回
北
秋
田
市
縄
文
ま
つ
り
（
佐
藤
善

壽
実
行
委
員
長
）
が
、
９
月
８
日
開
か
れ
、

子
ど
も
た
ち
や
考
古
学
フ
ァ
ン
ら
が
土
偶
や

勾
玉
づ
く
り
な
ど
で
縄
文
時
代
の
文
化
を
体

験
し
ま
し
た
。
今
年
は
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
環

境
整
備
の
た
め
、
会
場
を
旧
北
秋
中
央
病
院

跡
地
に
移
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
当
時
の
装
飾
品
だ
っ
た
「
勾

玉
（
ま
が
た
ま
）」
を
つ
く
る
コ
ー
ナ
ー
や
、

土
器
・
土
偶
づ
く
り
、
弓
矢
の
的
当
て
、
火

お
こ
し
の
体
験
の
ほ
か
、
縄
文
時
代
の
衣
装

を
着
て
の
記
念
撮
影
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
で
縄
文
文
化
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
縄
文
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
歌
や
踊
り

を
披
露
す
る
「
縄
文
音
楽
祭
」
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
秋
田
北
鷹
高
校
吹
奏
楽
部
も
出
演
し

イ
ベ
ン
ト
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
第
２
回
北
秋
田
市
縄
文
水
泳
競
技
大
会
が

９
月
２
日
、
北
秋
田
市
民
プ
ー
ル
で
開
か
れ
、

小
学
生
か
ら
70
代
ま
で
延
べ
３
８
２
人
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
、
個
人
競
技
や
リ
レ
ー
な
ど
18

種
目
で
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
水
泳
競
技
の
普
及
と
水
泳
に
親

し
む
底
辺
の
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
北
秋
田

市
水
泳
協
会
（
松
岡
宗
夫
会
長
）
が
主
催
。

　
競
技
は
、
自
由
形
や
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
選
手
は

勝
敗
を
競
い
合
う
と
と
も
に
、
自
己
ベ
ス
ト

を
目
指
し
精
一
杯
泳
い
で
い
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
市
内
や
近
隣
市
町
村
の
ほ
か

秋
田
市
や
青
森
県
な
ど
か
ら
の
参
加
も
あ
り

ま
し
た
。
会
場
に
は
大
勢
の
観
客
が
詰
め
か

け
選
手
た
ち
に
大
き
な
声
援
と
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。 　

　
鷹
巣
阿
仁
青
年
会
議
所
（
虻
川
敬
理
事
長
、

会
員
19
人
）
の
創
立
25
周
年
記
念
式
典
が
９

月
15
日
、
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
会
員
や
Ｏ

Ｂ
、
関
係
者
な
ど
約
１
１
０
人
が
出
席
し
節

目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
虻
川
理
事
長
が
「
私
た
ち
が
住
む

こ
の
地
域
は
、
す
ば
ら
し
い
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
掛
け
替
え
の
な
い
愛
す
る
こ

の
地
域
が
、
明
る
く
豊
か
な
社
会
に
な
る
よ

う
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
青
年
会
議
所
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
く
」
な
ど
と
述
べ
誓
い
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
会
議
所
25
周
年
記
念
事
業
「
ぼ

く
わ
た
し
の
内
陸
線
号
」
の
発
表
と
表
彰
式

を
行
っ
た
ほ
か
、
交
流
セ
ン
タ
ー
で
感
謝
会

を
開
催
し
、
秋
田
県
内
の
各
青
年
会
議
所
の

メ
ン
バ
ー
ら
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
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▲子ども達に人気の「空港で働く車の展示」
コーナー

空のイベントに多くの来場者 ●大館能代空港スカイフェスタ2012

▲第10回の節目を迎え、熱心な太鼓ファン
が大勢詰めかけました

バチさばきも力強く ●第10回北秋田市たかのす太鼓まつり

▲北秋田ブランドの確立を目指し、一品一
品、慎重に審査

まずは８商品に商標使用 ●北あきたバター餅審査会

　
空
の
日
と
空
の
旬
間
を
記
念
す
る
「
大
館

能
代
空
港
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」
が

９
月
９
日
、
大
館
能
代
空
港
で
開
か
れ
、
熱

気
球
体
験
搭
乗
や
空
港
関
係
車
両
の
展
示
な

ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
熱
気
球
体
験
搭
乗
は
、
事
前
申
し
込
み
の

抽
選
に
よ
り
搭
乗
で
き
る
毎
年
大
人
気
の
イ

ベ
ン
ト
。
搭
乗
者
が
見
守
る
家
族
や
友
人
に

向
か
っ
て
、
上
空
か
ら
楽
し
そ
う
に
手
を
振

る
光
景
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
普
段
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
滑
走
路
を

歩
く
空
港
探
検
隊
や
、
飛
行
機
の
牽
引
車
な

ど
空
港
で
働
く
ク
ル
マ
の
展
示
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
と
客
室
乗
務
員
の
制
服
を
試
着
す
る
コ
ー

ナ
ー
、
空
港
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
野
外
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
も
企
画
さ
れ
、
大
勢
の
参
加
者

が
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
第
10
回
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り

が
９
月
９
日
、
大
太
鼓
の
館
野
外
ス
テ
ー
ジ

で
開
か
れ
、
大
勢
の
太
鼓
フ
ァ
ン
ら
が
迫
力

あ
る
太
鼓
演
奏
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
、
村
井
松
悦
実
行
委
員
長
は

「
太
鼓
の
町
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
立
ち
上

げ
ら
れ
た
太
鼓
ま
つ
り
も
10
回
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
関
係
者
の
ご
支
援
、
ご
協

力
に
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
今
年
は
市
内
の
８
団
体
と
「
上
小
阿
仁
和

太
鼓
保
存
会
鼓
響
」、「
仙
臺
す
ず
め
踊
り
」、

「
な
ま
は
げ
太
鼓
団
体
男
鹿
っ
鼓
」
が
出
演
。

こ
の
日
は
、
途
中
で
雨
が
降
り
出
し
た
た
め
、

急
き
ょ
会
場
を
屋
内
に
移
し
て
の
演
奏
も
あ

り
ま
し
た
が
、
熱
の
こ
も
っ
た
演
技
や
力
強

い
バ
チ
さ
ば
き
で
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
審
査
会
が
、
８
月
29

日
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
商
標
使
用
の
申

し
込
み
が
あ
っ
た
12
商
品
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
当
審
査
会
は
、
７
月
23
日
に
設
立
さ
れ
た

日
本
バ
タ
ー
餅
協
会
の
中
の
一
機
関
。
高
い

品
質
と
安
全
性
を
維
持
す
る
こ
と
で
差
別
化

を
図
り
、
北
秋
田
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
特
許
庁
へ
『
北
あ
き
た

バ
タ
ー
餅
』
の
商
標
登
録
を
申
請
し
て
お
り
、

そ
の
商
標
使
用
の
審
査
を
行
う
機
関
と
し
て
、

設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
審
査
会
で
は
、
見
た
目
、
香
り
、
食
感
、

食
味
、
触
感
の
５
項
目
を
評
価
。
審
査
の
結

果
、
12
商
品
の
う
ち
８
商
品
に
、
北
あ
き
た

バ
タ
ー
餅
の
商
標
使
用
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
審
査
会
は
、
申
し
込
み
状
況
に
も
よ
り
ま

す
が
月
に
１
回
程
度
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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地
域
医
療
最
前
線

地
域
医
療
最
前
線

地
域
医
療
最
前
線

地
域
医
療
最
前
線

レ
ポ
ー
ト
第
２
弾

レ
ポ
ー
ト
第
２
弾

レ
ポ
ー
ト
第
２
弾

レ
ポ
ー
ト
第
２
弾

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て

問

医
療
推
進
課
地
域
医
療
班　
☎
62－

６
６
２
６

　
今
回
は
「
石
綿
」、「
ア
ス
ベ
ス
ト
」
に
つ

い
て
重
要
な
こ
と
を
お
話
し
ま
す
。

　
石
綿
は
、
耐
久
性
・
耐
熱
性
・
断
熱

性
・
対
薬
剤
性
・
防
音
性
・
電
気
絶
縁
性
な

ど
の
物
理
化
学
的
に
優
れ
た
特
性
を
有
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
魔
法
の
鉱
物
」
と
か
「
奇

跡
の
鉱
物
」
と
し
て
電
気
製
品
や
建
設
資
材

な
ど
多
く
の
用
途
に
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

日
本
で
も
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
ま
で
採
石

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
戦
後
輸
入
し
た
石

綿
の
使
用
量
が
急
速
に
増
加
し
、
１
９
７
４

改
定
が
な
さ
れ
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
制

度
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
２
月
と
７
月
の
２

回
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
「
石
綿
に
よ
る

疾
病
の
認
定
に
関
す
る
研
修
」
が
行
わ
れ
、

秋
田
県
か
ら
は
２
回
の
研
修
に
私
が
参
加
し

ま
し
た
。
重
要
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
二
点
で
す
。

　
①
石
綿
救
済
法
施
行
日
前
日
（
平
成
18
年

３
月
26
日
）
ま
で
に
亡
く
な
っ
た
方
に
つ
い

て
、
遺
族
が
労
災
保
険
の
遺
族
補
償
給
付
を

受
け
る
権
利
が
平
成
28
年
３
月
26
日
ま
で
拡

大
さ
れ
た
こ
と
、
死
亡
か
ら
５
年
以
内
に
届

け
な
け
れ
ば
労
働
災
害
の
認
定
が
う
け
ら
れ

な
か
っ
た
の
が
10
年
に
延
長
さ
れ
た
こ
と
で

す
。
ま
た
、
特
別
遺
族
給
付
金
（
年
金
と
一

時
金
の
二
つ
）
の
請
求
期
限
が
平
成
24
年
３

月
27
日
か
ら
平
成
34
年
３
月
27
日
ま
で
延
長

と
な
っ
た
こ
と
。

　
②
石
綿
に
よ
る
疾
病
の
認
定
基
準
で
胸
膜

肥
厚
所
見
に
つ
い
て
、
石
綿
作
業
従
事
期
間

が
10
年
以
上
と
10
年
未
満
と
な
っ
て
い
た
も

の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
１
年
以
上
と
１
年
未
満
と

短
縮
さ
れ
、
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
が
追
加
と

な
り
、
ま
た
５
年
以
上
の
石
綿
作
業
従
事
期

間
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
の
従
事
内
容
に
つ

い
て
は
、
医
学
的
所
見
は
不
要
と
追
加
さ
れ

た
こ
と
で
す
。

　
環
境
省
で
は
、
建
築
物
の
解
体
に
よ
っ
て

石
綿
の
排
出
量
が
２
０
２
０
年
か
ら
２
０
４

１
年
ま
で
の
間
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
年
間
10

万
ト
ン
前
後
の
石
綿
が
排
出
さ
れ
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
ま
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
２
件
（
仙
台
、
気

仙
沼
）
の
建
築
物
に
お
け
る
石
綿
除
去
工
事

中
の
石
綿
飛
散
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

阪
神
大
震
災
の
際
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ

れ
た
方
に
、
中
皮
腫
の
発
症
例
が
あ
る
こ
と

が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
は
工
場
で
働
い
た

人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
周
辺
で
生
活
し
て
い

た
人
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
建
築
業

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
に
も
石
綿
の
吸

引
で
、
そ
の
健
康
被
害
が
出
る
ま
で
10
年
〜

50
年
も
か
か
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
に
さ
し
か

か
っ
た
今
日
、
そ
ろ
そ
ろ
健
康
被
害
が
現
れ

て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
石
綿
に
つ

い
て
今
日
で
は
、
静
か
な
「
時
限
爆
弾
」
と

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。「
高
齢
だ
か
ら
健
診

は
い
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
ず
、
年
に
１
回
の

肺
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　
日
本
で
は
今
後
40
年
間
で
10
万
人
の
人
が

中
皮
腫
で
死
亡
す
る
と
い
う
予
測
も
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
附
記
）
世
界
最
古
の
Ｓ
Ｆ
と
言
わ
れ
る
竹

取
物
語
の
中
で
、
か
ぐ
や
姫
が
５
人
の
求
婚

者
の
う
ち
阿
部
御
主
人
に
火
に
焚
い
て
も
燃

え
な
い
「
唐
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
火
鼠
の
皮

衣
」
を
も
っ
て
く
る
よ
う
に
と
の
難
題
を
出

さ
れ
ま
し
た
。
阿
倍
さ
ん
は
、
唐
の
商
人
か

ら
そ
れ
ら
し
き
も
の
を
大
金
を
出
し
て
買
っ

て
、
持
参
し
た
と
こ
ろ
、
偽
物
で
、
火
に
入

れ
る
と
燃
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
く
だ
り
は
、

皆
さ
ま
ご
承
知
の
こ
と
で
す
ね
。
こ
の
火
鼠

の
皮
衣
は
石
綿
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。 あ 

べ 

の
み
う
し

年
と
１
９
８
８
年
に
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
、
空
中
に
浮
遊

す
る
石
綿
繊
維
を
大
量
に
吸
引
し
た
場
合
、

人
体
健
康
被
害
が
出
る
こ
と
が
判
明
し
、Ｗ

Ｈ
Ｏ
か
ら
も
石
綿
に
発
癌
性
が
あ
る
と
の
勧

告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
綿
吸
引
に
よ
る
肺
癌
の
リ
ス
ク
に
つ
い

て
の
調
査
で
は
、
喫
煙
者
が
石
綿
繊
維
を
長

時
間
、
大
量
に
吸
引
す
る
こ
と
で
発
癌
す
る

危
険
性
は
54
倍
に
な
る
こ
と
か
ら
、
喫
煙
に

よ
る
相
乗
作
用
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
に
お
い
て
は
発
癌
物
質
と
し
て
石
綿
が
社

会
問
題
と
な
り
、
２
０
０
４
年
に
ほ
ぼ
全
面

使
用
禁
止
に
な
り
、
２
０
０
５
年
に
は
石
綿

障
害
予
防
規
則
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
の
う
ち
（
ａ
）
肺
が
ん

（
ｂ
）
中
皮
腫
（
ｃ
）
著
し
い
呼
吸
障
害
を

伴
う
石
綿
肺
（
ｄ
）
著
し
い
呼
吸
機
能
障
害

を
伴
う
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
の
四
種
類
の
疾

病
が
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
と
し
て
指
定
さ

れ
、
救
済
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
綿

に
よ
る
こ
れ
ら
の
疾
病
で
療
養
中
の
方
々
は

認
定
申
請
が
行
え
ま
す
し
、
こ
れ
ら
の
疾
病

で
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、
ご
遺
族
か
ら
の

特
別
遺
族
弔
慰
金
と
特
別
葬
祭
料
の
申
請
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
題
に
入
り
ま
す
。
平
成
23
年
８
月
30
日
、

厚
生
労
働
省
よ
り
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
の

石
綿
暴
露
の
健
康
被
害

▼
石
綿
健
康
被
害
救
済
法 

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

▼
石
綿
健
康
被
害
救
済
法 

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

▼
健
診
の
必
要
性

▼
健
診
の
必
要
性

北秋田市国民健康保険
合川診療所 所長

齋藤 浩太郎 先生
さいとう こうたろう

【
齋
藤
先
生
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
昭
和
44
年
３
月
東
北
大
学
医
学
部
卒
業
／
同

48
年
３
月
東
北
大
学
医
学
部
大
学
院
卒
業
／
同

52
年
５
月
米
国
デ
ュ
ー
ク
大
学
勤
務
／
同
58
年

５
月
米
国
テ
キ
サ
ス
大
学
勤
務
／
そ
の
後
、
国

立
療
養
所
道
川
病
院
院
長
、
国
立
療
養
所
八
戸

病
院
院
長
を
歴
任
／
平
成
16
年
４
月
よ
り
合
川

町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
所
長
（
現
北
秋
田
市

国
民
健
康
保
険
合
川
診
療
所
）
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　北秋田市では、平成 23年 10 月よりＮＴＴドコモ携帯電話「エリアメール」サー
ビスを始めたところですが、このたび、au、SoftBank 製携帯電話をお持ちの方
に対しても同様のサービスを開始することになりました。
　「エリアメール（NTTdocomo）」、「緊急速報メール（au、SoftBank）」は、災
害時に市内に滞在する携帯電話をお持ちの方に対し、避難情報などを専用警報音
で一斉に通知するものです。このメールは、新たな費用負担や、事前にメールア
ドレスを登録することなく受信できます。

■配信範囲　　北秋田市内（市外では受信できません）
■配信情報　　緊急性の高い災害情報を予定しています（避難に関する情報など）
■対応機種／設定方法　　au、SoftBank 各社ホームページ等でご確認ください
■北秋田市の災害メールについて
　市では、市民の皆さまへ地震や気象、避難に関する情報をお知らせするため、「エリアメール・緊急速報メー
ル」と「北秋田市防災情報メール」の２つのメール配信を行っています。それぞれの特徴について比較した
ものが次の表です。

エリアメール（NTTdocomo）
緊急速報メール（au・SoftBank）

※各携帯会社により呼称が異なります
無　料
無　料

不　要

市内に滞在している方
※仕事や観光などで市内にいる方
も受信することができます　　　

無
※回線混雑の影響を受けません

有
※圏外や通話中の場合は受信できません
問い合わせで取得することもできません
専用警報音と共に自動的に携帯電
話の画面に情報が表示されます　

国民保護情報
緊急地震速報

－
－
－

避難に関する情報
（避難勧告・避難指示など）

北秋田市防災情報メール
（平成 24年５月より開始）

無　料
有　料
必　要

※市ホームページ掲載のＱＲ
コードからご登録できます　
北秋田市防災情報メールにメール
アドレスを登録された方　　　　
※市外でも受信できます

有
※回線混雑の影響を受けます

無
※圏外や通話中の場合でも問い合
わせで取得することができます　

通常設定着信音

国民保護情報
緊急地震速報

地震情報（震源・震度情報など）
気象情報（大雨警報など）
土砂災害警戒情報
避難に関する情報

（避難勧告・避難指示など）

メールの種類

登録料
通信料

メールアドレスの登録

配信対象者

混雑、遅延の影響

届かない可能性

メール着信音

主な配信情報

◎お問い合わせ・・・総務課危機管理班　☎６２－１１１１
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わたしの思いを主張
～第34回少年の主張秋田県大会 県北地区予選～

　第34回少年の主張秋田県大会の県北地区予選大
会が８月31日、鷹巣南中学校で開かれ、事前調査
を通過した12人が、自らの思いを発表しました。
　発表した12人は、学校生活などを通じて感じた
ことや社会問題などにも触れ、自分の言葉で力強
く訴えました。優秀賞を受賞した畠山以成さん(鷹
巣南中)、畠山瑛未さん(合川中)、久留島涼香さん
(森吉中)、成田佳菜さん(小坂中)の４人は、９月22
日行われた秋田県大会へ出場しました。 ▲優秀賞を受賞した久留島涼香さんの発表

野球とミニバスで親睦交流
～第50回 合川少年球技大会～

　第50回合川少年球技大会が８月３日、合川野球場
と旧合川高校グラウンド、合川体育館で行われ、合
川地区の小中学生135人が各競技で汗を流しました。
　この大会は、合川親の会連絡協議会と合川公民
館が主催し、子ども達の健全育成と心身の健康増
進を目的に、合川バスケットボール協会や、父兄
の皆さんの協力を得て、夏休み期間中に行われて
います。 野球には７チーム、ミニバスには４チー
ムが参加し、暑い中楽しい交流となりました。 ▲選手宣誓をする駅前クラブチームの村形皇映さん

こうよう

すずか

３１１ 土 入場
無料
入場
無料

　「浜辺の歌」、「かなりや」、「秋田県民歌」などで知られ
る郷土出身の作曲家成田為三を顕彰する音楽祭です。幼
稚園・保育園、小中学校、一般団体により成田為三作品
を中心とした合唱曲が披露されます。

問 生涯学習課文化班 ☎62-6618

内　容内　容

問 生涯学習課文化班 ☎62－6618

第７回

～10/27 28～10/27（土）（土） （日）（日）28
演示部門

～11/10 12～11/10（土）（土） （月）（月）12
展示部門

問 生涯学習課文化班 ☎62－6618

■会場:森吉総合
　　　 スポーツセンター

■時間:９時～17時
　　　 （12日は正午まで）

■会場:文化会館

■時間:８時30分～（開場）
　　　 ９時～（開演）

■会場:森吉総合
　　　 スポーツセンター

■時間:９時～17時
　　　 （12日は正午まで）

■会場:文化会館

■時間:８時30分～（開場）
　　　 ９時～（開演）
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学びの広場

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

55

　
阿
仁
比
立
内
の
通
称
「
寺
コ
」
念
心

庵
の
第
二
世
住
職
念
心
が
、
享
保
16
年

（
１
７
３
１
年
）
神
社
に
寄
進
（
寄
付
）

し
た
も
の
で
す
。
直
径
約
35
㎝
、
厚
さ

５
㎝
の
青
銅
製
で
す
。
念
心
は
、
大
寒

の
30
日
幸
屋
渡
か
ら
比
立
内
端
ま
で
寒

念
仏
を
し
、
得
た
喜
捨
（
き
し
ゃ
＝
進

ん
で
神
社
に
寄
進
す
る
こ
と
）
で
鰐
口

を
求
め
寄
進
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
鰐
口
に
は
「
奉
懸　
羽
州
秋
田
大
阿

仁
郡
善
導
寺
末
良
生
上
人　
比
立
内
村

願
主
念
心
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
念
心
は
鰐
口
を
寄
進
す
る
７
年
前
に

も
長
畑
に
三
体
の
地
蔵
尊
を
建
立
し
て

お
り
、
地
域
住
民
の
安
全
安
心
の
た
め

尽
く
し
た
人
物
と
言
え
ま
す
。

◇
鰐
口

　
神
社
の
社
殿
正
面
軒
下
に
吊
る
し
た

金
属
製
の
音
響
具
で
、
参
詣
者
は
布
で

編
ん
だ
綱
を
振
り
動
か
し
て
鳴
ら
す
。

鰐
口
は
、
鷹
巣
、
森
吉
地
区
に
も
あ
る
。 　

管
理
人
の
松
橋
光
吉
氏
の
話
し
に
よ

る
と
、
比
立
内
地
区
で
は
お
正
月
と
節

分
、
そ
し
て
地
区
の
祭
典
の
時
に
は
地

区
を
挙
げ
て
人
々
が
神
社
に
集
ま
り
、

盛
大
に
お
祝
い
を
す
る
そ
う
で
す
。
そ

の
た
び
に
厳
粛
で
美
し
い
鰐
口
の
音
が

響
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

▽
平
成
４
年
３
月
31
日
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
「
阿
仁
町
史
」、「
阿
仁
の
文

化
財
そ
の
１
」、「
北
鹿
は
宝
箱
」
ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
工
芸
）

○「
比
立
内
神
社
の
鰐
口
」

▲比立内神社の鰐口　

◇
所
在
地　
阿
仁
比
立
内
字
前
田
表
31－

１

◇
管
理
者　
比
立
内
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    （
松
橋
悦
治
）

　 ■
ふ
る
さ
と 

も
て
な
し
料
理
の
会

　
心
を
込
め
て
、
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
思
い
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
の
も
て
な
し

料
理
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

期
日　
10
日
22
日
（
月
）

時
間　
18
時
30
分
〜

会
場　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講
師　
福
岡
雅
子
氏

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
材
料
代
６
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用

具申
込
締
切　
10
月
14
日
（
日
）
ま
で

　　
秋
田
県
内
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸

能
を
広
く
公
開
し
、
伝
承
者
の
技
量
向
上

や
、
民
俗
芸
能
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、

伝
承
活
動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
北
秋
田
市
か
ら
は
、
福
田
獅
子
舞
が
出

演
し
ま
す
。

期
日　
10
日
14
日
（
日
）

時
間　
開
場
＝
正
午

　
　
　
昼
の
部
＝
13
時
30
分
〜

　
　
　
夜
の
部
＝
17
時
〜

会
場　
秋
田
市
に
ぎ
わ
い
交
流
館

■
講
義
「
古
民
家 

”お
や
か
た
の
家
“

　
　
　
〜
長
岐
家
住
宅
を
体
験
す
る
〜
」

　
七
日
市
「
長
岐
邸
」
を
よ
り
所
に
し
て

地
域
の
歴
史
・
民
俗
・
風
土
を
学
び
、
新

し
い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
講
座
の
３
回

目
で
す
。
参
加
無
料
で
す
。

日
時　
10
日
27
日
（
土
）　
13
時
30
分
〜

会
場　
七
日
市
「
長
岐
家
」

講
師　
五
十
嵐
典
彦
氏
（
ま
ち
な
み
工
房

・
一
級
建
築
士
）

申
込
締
切　
10
月
20
日
（
土
）

主
催　
お
さ
る
べ
元
気
く
ら
ぶ
／
七
日
市

公
民
館

　　

10
月
21
日
の
「
も
り
よ
し
合
唱
祭
」、

11
月
３
日
の
「
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
」
に
お

い
て
、
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱

団
と
一
緒
に
歌
う
キ
ッ
ズ
た
ち
を
募
集
し

ま
す
。

練
習
日　
①
10
月
４
日
（
木
）
／
②
10
月

11
日
（
木
）
／
③
10
月
18
日
（
木
）
／
④

10
月
25
日
（
木
）
／
⑤
11
月
２
日
（
金
）

時
間　
19
時
〜
20
時

会
場　
森
吉
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

募
集
対
象　
小
学
校
に
入
学
前
の
子
ど
も

阿
仁
公
民
館

合
川
公
民
館
「
公
開
講
座
」

申
問

合
川
公
民
館　
☎
78
ー

２
１
１
４

第
35
回
秋
田
県
民
俗
芸
能
大
会

問

秋
田
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課

　

 

☎
０
１
８
ー
８
６
０
ー
５
１
９
４

阿
仁
公
民
館

第
３
回
お
や
か
た
さ
集
ま
る
べ
講
座

申 問

七
日
市
公
民
館　
　
☎
66
ー
２
０
０
１

長
岐
賢
一
☎
0
9
0
ー
6
1
0
1
ー
8
9
0
6

阿
仁
公
民
館

は
ま
べ
の
う
た
キ
ッ
ズ
募
集

申
問

生
涯
学
習
課　
☎
62
ー
６
６
１
８

わ
に
ぐ
ち

▲比立内神社
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表
彰
式
で
は
、
市
教
育
委
員
会
の
工
藤
正
則
教
育

次
長
が
「
出
展
さ
れ
た
作
品
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
じ
っ

く
り
見
て
み
る
と
、
皆
さ
ん
の
工
夫
や
苦
労
、
あ
る

い
は
家
族
の
色
ん
な
思
い
が
目
に
浮
か
び
、
大
変
ほ

ほ
え
ま
し
い
思
い
が
し
ま
す
。
ア
イ
デ
ィ
ア
が
見
つ

か
っ
た
ら
、
お
家
の
人
と
よ
く
相
談
し
な
が
ら
大
き

く
膨
ら
ま
せ
、
来
年
も
こ
の
発
明
工
夫
展
に
挑
戦
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
こ
の
あ
と
、
市
長
賞
、
教
育
委
員
長
賞
、
議
長
賞
、

教
育
長
賞
、
審
査
委
員
長
賞
の
特
別
賞
５
人
、
金
賞

８
人
、
銀
賞
16
人
の
入
賞
者
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
寺
田
博
明
審
査
委
員
長
（
鷹
巣
東
小
学
校
校
長
）

は
、
特
別
賞
を
受
賞
し
た
５
人
の
作
品
を
紹
介
し
な

が
ら
、「
審
査
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や
工
夫
が
あ
る
か
ど

う
か
、
子
ど
も
ら
し
い
思
い
つ
き
が
あ
る
か
ど
う
か

を
見
ま
し
た
。
こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
91

人
の
作
品
は
ど
れ
も
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
毎

日
の
生
活
の
中
で
、
不
思
議
だ
な
ぁ
と
か
、
こ
れ
面

白
い
な
ぁ
と
か
い
う
も
の
を
、
も
っ
と
見
つ
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
」
な
ど
と
講
評
し
ま
し
た
。

　
特
別
賞
を
受
賞
し
た
５
人
の
作
品
は
、
11
月
10
日

か
ら
11
日
ま
で
秋
田
市
に
ぎ
わ
い
交
流
館
で
開
か
れ

る
、
第
61
回
秋
田
県
発
明
展
の
児
童
・
生
徒
の
部
に

北
秋
田
市
代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
ま
す
。

　
第
８
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展
の
表
彰
式
が
９
月
９
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、

入
賞
し
た
子
ど
も
た
ち
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
市
内
の
11
小
学
校
か
ら
、
過
去
最
高
の
91
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
29

人
が
市
長
賞
を
は
じ
め
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▲今年の発明工夫展で入賞した子どもたち

子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ィ
ア
作
品
が
い
っ
ぱ
い

子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ィ
ア
作
品
が
い
っ
ぱ
い

子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ィ
ア
作
品
が
い
っ
ぱ
い

第
８
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展

第
８
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展



市
　
長
　
賞

教
育
委
員
長
賞

議
　
長
　
賞

教 
育 

長 

賞

審
査
委
員
長
賞
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秋 元 ゆ い

藤 嶋 智 勇

辻 永 純 大

村 上 日 和

成 田 　 翔

高 橋 龍 弥

佐 藤 聖 和

池田みのり

三 澤 直 威

山田謙二朗

鈴 木 誠 也

平 川 歩 未

五代儀雅妃

宮 野 星 名

千 葉 駿 太

岩本真菜香

佐藤麟太郎

疋 田 　 航

伊 東 穂 華

杉 渕 柊 平

村 上 海 都

髙 橋 愛 莉

新 林 理 翠

近 藤 柚 葉

（鷹巣東小６年）

（合川北小５年）

（合川北小４年）

（鷹巣東小３年）

（鷹巣小２年）

（鷹巣南小２年）

（合川北小２年）

（合川北小１年）

（綴子小６年）

（鷹巣南小６年）

（合川小６年）

（合川小６年）

（鷹巣小５年）

（綴子小５年）

（鷹巣南小５年）

（鷹巣南小４年）

（鷹巣南小４年）

（鷹巣東小３年）

（合川小３年）

（合川北小３年）

（鷹巣東小２年）

（綴子小２年）

（綴子小１年）

（鷹巣中央小１年）

◆金　賞（８点）

◆銀　賞（16点）

ち は や

じゅんた

ひ よ り

しょう

りゅうや

せ い わ

なおたか

けんじろう

せ い や

あ ゆ み

もとき

ほ し な

しゅんた

ま な か

りんたろう

わたる

ほ の か

しゅうへい

か い と

あ い り

り す い

ゆ ず は

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

作品名：「かけひもつきティッシュカバー」 
作　者：伊藤那穂 さん　（合川小５年）
講　評：置き場所が定まらずつい探してしま
うティッシュですが、ティッシュカバーにか
けひもを付けるという単純な発想とホックを
つけるという工夫でそれが解消しました。横
にしても使えるような工夫があれば使える場
所がもっと広がりますね。

作品名：「ペットぼうき」 
作　者：鈴木杏南 さん　（大阿仁小５年）
講　評：ペットボトルを何個も重ね、しっか
りと束ねる工夫がされ、普通のほうきより丈
夫でこわれにくいつくりになっています。
ペットボトル・針金・木と身近で少ない材料
をうまく組み合わせ、床によく吸い付くよう
に作っていて実用性の高い作品です。

作品名：「カラフルすなはまどけい」 
作　者：松尾里咲 さん　（鷹巣東小１年）
講　評：２種類の素材を使い、30秒と１分の
時間を同時に繰り返し楽しく計ることができ
ます。水色の時計は、ストロー１本では液体
は落ちません。ストロー２本使うことで液体
の落ちる穴と空気の出て行く穴になり、うま
く落ちていく工夫がされています。

作品名：「ハイブリッドなくつかわかし機」 
作　者：木村賢太郎 さん　（合川北小６年）
講　評：理科教材を再利用し、電池でも太陽光
でも使えるくつ乾燥機として生まれ変わったエ
コとリサイクルを考えたアイディア作品です。
ハンダを使って導線がつながれていだり、アク
リルボンドで動かないように接着していたりと
繰り返しの使用を考えた作品です。

作品名：「こびとの森」 
作　者：齋藤友登 さん　（合川小２年）
講　評：ビー玉を置くと、斜面をゆっ
くりジグザグに転がって、シーソーや
回転する装置が動きだし、左右、上
下、回転と変化に富んだ動きが審査員

に好評でした。最後まで目が離せない、見ていて楽しい、またや
りたくなる作品です。 

▲市長賞を受賞した木村さん

けんたろう

な ほ

あんな

り さ

ゆうと

特別賞受賞作品の講評・各賞の入賞者の紹介
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《お問い合わせ》　健康推進課
　　　　　　　　☎６２－６６６６

内履きを持参のうえ、

動きやすい服装で

ご参加ください

９:30～10:00

スポーツコーナー

健康づくりコーナー

◆食育に関するパネル展示
◆薄味でおいしい試食コーナー
◆あなたの味覚を再確認「塩分チェック」
　自宅のみそ汁を少量ご持参ください

食育コーナー

◎ラジオ体操１００日運動

◎７５２０よい歯の認定

◎５ゼロＧＯ！歯っぴーキッズ

◎こころといのちのマスコットキャラクター

◆自分のカラダを知ろう
　血圧・体組成測定・足指力チェック
◆ガン予防　ガン検診促進コーナー
◆介護予防　パワーリハビリ紹介
　　　　　　高齢者疑似体験
◆歯科保健　歯科保健展示・歯科相談
◆体力測定　自分の体力年齢をしらべよう　

◆10:00 ～ 10:45　エンジョイリズム

◆11:00 ～ 11:45　ボクササイズ

表　　彰

親子コーナー

◆チャレンジ・ザ・ゲーム
◆赤ちゃん人形だっこ体験
◆マタニティ疑似体験
◆子育て相談
◆おやつの試食会

10:00～11:45

10:00～12:00

10:00～12:00

10:00～12:00

☆スタンプラリー開催☆

　スタンプを全部集めた方には、景品を
プレゼントします

各コーナーを回り、スタンプを集めよう！

～阿仁・森吉・合川地区の皆さんへ～
　バスの送迎はありませんので、内陸線を
ご利用ください
【行き】鷹巣西駅　着　８：50
【帰り】鷹巣西駅　発　12：56

11:00～12:00

コーヒーサロン

コーヒーを飲んでホッとしましょう。

◆心の相談に関する機関の紹介

◆心サロンの紹介

期　日

場　所

時　間

10月６日（土）
鷹巣体育館

９:30～12:30
※受付は9:00から
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第６回 20日（土）ステージイベント

21日（日）ステージイベント

　秋田内陸線では「内陸線に乗って応援はできな
いけど、何かしら支援をしたい」という方々に寄
付等を行っていただく３つの企画を実施していま
す。自分のお好きな企画に参加していただき、内
陸線のご支援をよろしくお願いします。

　　商工観光課商工労働班　☎72－3112問

秋田内陸線情報秋田内陸線情報秋田内陸線情報
「走れ内陸線いつまでも！」企画のお知らせ「走れ内陸線いつまでも！」企画のお知らせ「走れ内陸線いつまでも！」企画のお知らせ

　内陸線の１日オーナーになり、車両のヘッド
マークにあなたの名前やメッセージを入れて内陸
線を１日運行します。個人・団体は問いません。
自分だけの内陸線を走らせてください。
【寄付金】１日10,000円　
【特典】オーナー様はワンデーオーナー号に限り
　　　 乗車無料（１人）
【募集期間】　平成24年12月25日（火）まで
【実施期間】　平成25年１月５日（土）まで

　内陸線キャラクターの『じゅうべぇ』と『な
いりっくん』が内陸線を応援するため、沿線往
復188ｋｍをすごろくマップに見立て走破する
「鉄人マラソンすごろく」に挑戦！二人を走ら
せる元気の源は皆さんからの寄付金です。
【寄付金】　一口 ２,０００円から（何口でも可）
【実施期間】　平成25年３月31日（日）まで
【特典】　寄付記念に鉄人マラソンオリジナルス
テッカーをプレゼントします

　難しいことは一切ありません。内陸線を見か
けたら少し勇気を出して手を振ってください。
　皆さんに笑顔で手を振っていただくことが内
陸線存続の力になります。

①記念企画「ワンデーオーナー号」①記念企画「ワンデーオーナー号」

③お手軽企画「手を振りおもてなし運動」③お手軽企画「手を振りおもてなし運動」

②お楽しみ企画「鉄人マラソンすごろく」②お楽しみ企画「鉄人マラソンすごろく」

申し込み・問い合わせは、秋田内陸縦貫鉄道㈱　☎82－3231

北秋田市
期日

会場

時間

鷹巣体育館
（20日）10:00～16:00 
（21日）９:00～15:00

10 20（土） 21（日）～

内陸線『産業祭乗車券』のご案内
　秋田内陸縦貫鉄道を利用して産業祭にご来場さ
れる方に、『産業祭乗車券』を配付します。
　市役所各庁舎総合窓口センター、内陸線・鷹巣
駅、阿仁合駅で事前にお求めください

体育館アリーナ　▽農産物品評会▽事業所展▽鷹巣・北秋田
建設技能組合展▽自衛隊・警察・消防広報展▽ＢＭセレクショ
ン2012▽鷹巣技術専門校展▽秋田北鷹高等学校展
体育館２階　ＪＡ鷹巣町女性部食堂
サブ体育館　びっくり商業祭
駐車場　▽自衛隊・警察・消防車両展▽セグウェイ体験コー
ナー（20日のみ）▽比内地鶏鉄板焼きふるまいコーナー
駐車場テント村　▽北秋田Ｂ級グルメコーナー▽苗木等販売

11：00～　ライブ　チャーベンズ：１回目
　　　　　懐かしの60年代の曲から歌謡曲まで
12：00～　坊沢のとうふ早食い競争（大人の部）
13：00～　ライブ　チャーベンズ：２回目
14：00～　ライブ　本城奈々ステージ
　　　　　バター餅の歌披露　
14：30～　ＢＭセレクション2012 BIG4発表

10：30～　オープニングセレモニー
　　　　　「北あきたバター餅」ゆるキャラ披露
11：30～　鷹巣小学校金管バンド部演奏
12：30～　坊沢のとうふ早食い競争（子供の部）
13：30～　マジック＆ジャグリング
　　　　　遊児＆麗花＋ハックルベリー
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料

全 市 一 斉

秋のクリーンアップ秋のクリーンアップ

　美しく住みよい街づくりのた
め、市民総参加による環境美化
運動にご協力をお願いします。

※実施日、時間は地区によって
異なる場合がありますので、事
前に地区の自治会長又は町内会
長にご確認ください。

■期日　１０月２１日（日）
■時間　早朝１時間程度
■場所　各地域の道路、河川
敷、公園、墓地、公共広場等

　　生活課環境班　☎62－1110
または総合窓口センターまで
【合川　☎78－2113／森吉　
☎72－3111／阿仁　☎82－2113】

お
知
ら
せ

問

北秋田市民プール　☎62－5001

申
問
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健
康 　
　
健
康
推
進
課 

☎
62‐

６
６
６
６

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、ア
ン
ケ
ー

ト
、バ
ス
タ
オ
ル
他

申
問

■
10
月
22
日
（
月
）
全
血 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
鷹
巣
地
区
】

■
10
月
24
日
（
水
）
全
血 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
鷹
巣
地
区
】

問

問

成人追加検診のお知らせ
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「
北
秋
田
市
福
祉
の
雪
事
業
」
の

　
受
託
者
を
募
集
し
ま
す

　
福
祉
の
雪
事
業
を
受
託
で
き
る
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

登
録
期
間　
11
月
〜
平
成
25
年
３
月
31
日

内
容　
「
北
秋
田
市
福
祉
の
雪
事
業
」の

対
象
と
な
っ
た
家
庭
の
除
排
雪
作
業

申
込
締
切　
10
月
31
日
（
水
）
ま
で

登
録
条
件　
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

業
者
に
限
り
ま
す

　
　
　
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
62－

６
６
３
９

　
「
里
親
」
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
全
国
で
は
様
々
な
理
由
で
、
親
元
で

生
活
で
き
な
い
子
ど
も
達
が
約
４
万
人

お
り
、
今
後
も
そ
の
数
は
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
９
割
は
乳
児
院
や
児
童
養
護

施
設
で
生
活
し
て
お
り
、
残
り
の
１
割

が
里
親
の
も
と
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
国
は
施
設
よ
り
家
庭
的
な
こ

と
を
体
験
で
き
る
里
親
家
庭
で
の
養
育

を
大
幅
に
増
や
す
計
画
で
す
。

　
子
ど
も
へ
の
理
解
及
び
熱
意
並
び
に

子
ど
も
に
対
す
る
豊
か
な
愛
情
が
あ
る

方
の
里
親
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
秋
田
県
子
育
て
支
援
課
家
庭
福
祉
班

　
　
　
☎
０
１
８－

８
６
０－

１
３
４
４

　
　
秋
田
県
北
児
童
相
談
所

　
　
　
　
☎
０
１
８
６－

52－

３
９
５
６

　
無
料
調
停
相
談
会

日
時　
10
月
18
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

場
所　
中
央
公
民
館

内
容　
金
銭
、
土
地
、
建
物
、
交
通
事

故
、
夫
婦
、
親
子
、
遺
産
等
の
問
題

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　
　
秋
田
家
庭
裁
判
所
大
館
支
部

　
　
　
　
☎
０
１
８
６－

42－
０
０
７
１

　
秋
田
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
24
年
10
月
13
日
か
ら
７
円
引
き

上
げ
ら
れ
、
時
間
額
「
６
５
４
円
」
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
秋
田
労
働
局

賃
金
室
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
秋
田
労
働
局
賃
金
室

　
　
　
☎
０
１
８－

８
８
３－

４
２
６
６

　
違
法
建
築
防
止
週
間
に
つ
い
て

　
10
月
11
日（
木
）か
ら
10
月
17
日（
水
）

ま
で
は
違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
。

　
こ
の
週
間
は
、
住
民
の
皆
様
に
建
築

基
準
法
の
目
的
や
内
容
に
つ
い
て
も
っ

と
知
っ
て
い
た
だ
き
、
違
法
建
築
の
防

止
を
図
る
と
と
も
に
、
建
築
に
関
す
る

様
々
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
建
築
物
の
安
全
性
の
確
保
と
良
好
な

住
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

全
国
的
に
行
う
も
の
で
す
。

　
10
月
12
日
（
金
）
に
は
、
県
内
各
地

で
一
斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
す
。

　
　
秋
田
県
建
設
部
建
築
住
宅
課

　
　
　
☎
０
１
８－

８
６
０－

２
５
６
５

お
知
ら
せ

秋の行政相談週間
　行政相談は、国等の
行政機関の業務に関す
る苦情や要望について
行政相談委員が相談に
応じ、問題改善に努めます。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。

　
市
で
は
、雪
で
困
っ
て
い
る
お
年
よ
り
や
障
が
い
者
の
た
め
に
、本
年
度
も「
福

祉
の
雪
事
業
」を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
高
齢
福
祉
課　
　
　
☎
62－

６
６
３
９　
ま
た
は
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会　
☎
63－

２
１
０
９　
ま
た
は
各
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
①
10
月
31
日（
水
）ま
で
に
、地
区
民
生
委
員
ま
た
は
、市
役
所
高
齢
福
祉
課
高
齢

　
　
福
祉
班
、各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
市
民
生
活
班
へ
申
請
書
を
提
出
し
、登
録
し

　
　
て
く
だ
さ
い
。登
録
が
遅
く
な
る
と
作
業
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
▼
積
雪
時
の
出
入
口
の
雪
よ
せ
は
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
で
対
応
し
ま
す

　
▼
屋
根
の
雪
下
ろ
し
及
び
排
雪
作
業
の
依
頼
は
、
必
要
の
都
度
、地
区
の
社
会
福

　
　
祉
協
議
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。作
業
を
す
る
登
録
業
者
を
紹
介
し
ま
す

　
②
作
業
終
了
後
に
、利
用
者
が
作
業
業
者
に
直
接
料
金
を
支
払
い
ま
す
。料
金
は

　
　
作
業
量
、時
間
で
異
な
り
ま
す

　
③
作
業
業
者
か
ら
、社
会
福
祉
協
議
会
に
作
業
の
終
了
が
報
告
さ
れ
ま
す
。社
会

　
　
福
祉
協
議
会
は
市
役
所
へ
請
求
の
手
続
き
を
行
い
、市
役
所
か
ら
支
給
額（
作

　
　
業
料
金
の
８
割
）を
利
用
者
の
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す

　
▼
除
雪
作
業
料
金
の
８
割
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、年
間
の
支
給
限
度
額（
４

　
　
万
円
）を
超
え
る
分
は
、全
額
自
己
負
担
で
す

　
▼
こ
の
事
業
は
、作
業
費
用
に
つ
い
て
助
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、建
物
管
理
を
行

　
　
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。空
き
家
や
不
在
の
家
等
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

　
①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で
雪
よ
せ
が
困
難
な
方

　
②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
雪
よ
せ
が
困
難
な
世
帯

　
③
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
が
い
者
若
し
く
は
児
童

　
　
（
中
学
生
ま
で
）の
み
等
で
雪
よ
せ
が
困
難
な
世
帯

（

（

北
秋
田
市
福
祉
の
雪
事
業
ど
う
し
て
も
、
雪
よ
せ
が

困
難
な
方
を
支
援
し
ま
す

申
請
先

問
合
せ

利
用
で
き
る
方
は
次
の
方
で
す

支
給
限
度
額（
扶
助
限
度
額
）は
４
万
円
で
す

福
祉
の
雪
事
業
を
利
用
す
る
手
続
き（
サ
ー
ビ
ス
内
容
）

問

問問

日時　10月19日（金）　10時～15時
会場　阿仁総合窓口センター
行政相談員　蒲　芳さん（☎82－3080）

日時　10月15日（月）　10時～15時
会場　交流センター
行政相談員　河田弘美さん（☎62－3896）

日時　10月16日（火）　10時～15時
会場　合川総合窓口センター
行政相談員　金田功子さん（☎78－4918）

日時　10月18日（木）　10時～15時
会場　米内沢字七曲59－1（自宅）　
行政相談員　日景真紀子さん（☎72－3093）



④ １歳～高校３年生（18歳相当）　　1回につき1,500円助成
⑤ 妊娠されている方　　1回につき1,500円助成
⑥ ①～⑤以外の北秋田市国民健康保険加入者　　1回につき1,500円助成
【申込方法】　北秋田市内の医療機関のみ助成の対象です。医療機関に直接
予約をして接種を受けてください。

①満65歳以上の方　　1人につき1,500円助成
②満65歳以上の生活保護受給者　　接種費用全額助成
③60歳以上65歳未満で心臓・腎臓・および呼吸器の機能等に身体障害者手
帳1級程度の障害を有する方（対象になる方には『インフルエンザ定期予防
接種対象者証』を送付します）　　1人につき1,500円助成
【申込方法】　県内のほとんどの医療機関で接種を受けることができます。
直接医療機関に確認の上、予約をして接種を受けてください。
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「
北
秋
田
市
福
祉
の
雪
事
業
」
の

　
受
託
者
を
募
集
し
ま
す

　
福
祉
の
雪
事
業
を
受
託
で
き
る
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

登
録
期
間　
11
月
〜
平
成
25
年
３
月
31
日

内
容　
「
北
秋
田
市
福
祉
の
雪
事
業
」の

対
象
と
な
っ
た
家
庭
の
除
排
雪
作
業

申
込
締
切　
10
月
31
日
（
水
）
ま
で

登
録
条
件　
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

業
者
に
限
り
ま
す

　
　
　
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
62－

６
６
３
９

　
「
里
親
」
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
全
国
で
は
様
々
な
理
由
で
、
親
元
で

生
活
で
き
な
い
子
ど
も
達
が
約
４
万
人

お
り
、
今
後
も
そ
の
数
は
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
９
割
は
乳
児
院
や
児
童
養
護

施
設
で
生
活
し
て
お
り
、
残
り
の
１
割

が
里
親
の
も
と
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
国
は
施
設
よ
り
家
庭
的
な
こ

と
を
体
験
で
き
る
里
親
家
庭
で
の
養
育

を
大
幅
に
増
や
す
計
画
で
す
。

　
子
ど
も
へ
の
理
解
及
び
熱
意
並
び
に

子
ど
も
に
対
す
る
豊
か
な
愛
情
が
あ
る

方
の
里
親
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
秋
田
県
子
育
て
支
援
課
家
庭
福
祉
班

　
　
　
☎
０
１
８－

８
６
０－

１
３
４
４

　
　
秋
田
県
北
児
童
相
談
所

　
　
　
　
☎
０
１
８
６－

52－

３
９
５
６

　
無
料
調
停
相
談
会

日
時　
10
月
18
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

場
所　
中
央
公
民
館

内
容　
金
銭
、
土
地
、
建
物
、
交
通
事

故
、
夫
婦
、
親
子
、
遺
産
等
の
問
題

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　
　
秋
田
家
庭
裁
判
所
大
館
支
部

　
　
　
　
☎
０
１
８
６－

42－

０
０
７
１

　
秋
田
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
24
年
10
月
13
日
か
ら
７
円
引
き

上
げ
ら
れ
、
時
間
額
「
６
５
４
円
」
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
秋
田
労
働
局

賃
金
室
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
秋
田
労
働
局
賃
金
室

　
　
　
☎
０
１
８－

８
８
３－

４
２
６
６

　
違
法
建
築
防
止
週
間
に
つ
い
て

　
10
月
11
日（
木
）か
ら
10
月
17
日（
水
）

ま
で
は
違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
。

　
こ
の
週
間
は
、
住
民
の
皆
様
に
建
築

基
準
法
の
目
的
や
内
容
に
つ
い
て
も
っ

と
知
っ
て
い
た
だ
き
、
違
法
建
築
の
防

止
を
図
る
と
と
も
に
、
建
築
に
関
す
る

様
々
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
建
築
物
の
安
全
性
の
確
保
と
良
好
な

住
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

全
国
的
に
行
う
も
の
で
す
。

　
10
月
12
日
（
金
）
に
は
、
県
内
各
地

で
一
斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
す
。

　
　
秋
田
県
建
設
部
建
築
住
宅
課

　
　
　
☎
０
１
８－

８
６
０－

２
５
６
５

■接種対象者　接種日において北秋田市に住所を有する方
■接種時に必要なもの　【助成対象者共通】健康保険証／健康手帳（ある方）
　　　　　　　　　　　【助成対象の②に該当する方】受給者証
　　　　　　　　　　　【助成対象の③に該当する方】対象者証　
　　　　　　　　　　　【助成対象の④と⑤に該当する方】母子健康手帳

インフルエンザ市内予防
接種実施医療機関（順不同）

北秋田市民病院
うえだクリニック
遠藤クリニック
児玉内科クリニック
近藤医院
佐々木産婦人科医院
鷹巣病院
たむら内科クリニック
津谷内科
奈良医院
藤原医院
盛岡外科医院
国民健康保険合川診療所
市立米内沢診療所
市立阿仁診療所

62－7001
60－1055
63－0515
69－7311
62－1155
63－0105
62－1210
63－2700
62－2261
62－1146
62－2882
62－1101
78－3161
72－4501
82－2351

医療機関名 電 話

◎お問い合わせ
　健康推進課　☎62－6666

　インフルエンザワクチンには、感染予防に加え、インフルエンザにかかったとしても重症化
をおさえるなどの効果があります。
　ただし、ワクチン接種から免疫ができるまで２週間から1ヶ月ほどかかりますので、流行
シーズン前に接種することが望まれます。

　高齢者のインフルエンザ　（実施期間：平成24年10月１日～平成25年２月28日）

　市の助成事業　（実施期間：平成24年４月１日～平成25年３月31日）

■助成対象者と助成金額　次のとおり、対象者により実施期間や助成内容、
実施対象医療機関が異なります

■接 種 費 用　医療機関で異なります。
　　　　　　　※助成金額を差し引いた金額を医療機関へお支払いください

問問
申
問

インフルエンザワクチン接種事業 ～接種費用の一部を助成します～
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　生活課環境班 ☎62－1110問

北秋田市
環境放射線量測定結果

　測定の結果、秋田県の通常レ
ベルを超える数値は観測されて
いません。

空間線量調査（９月18日測定）

※県の通常レベルは
　　　　　0.022 ～ 0.086

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合 川 庁 舎 前
　〃　森 吉 庁 舎 前
　〃　阿 仁 庁 舎 前
ｸﾘｰ ﾝ ﾘ ｻ ｲ ｸ ﾙ ｾ ﾝ ﾀ ｰ前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.05
0.04
0.05
0.05
0.05
0.03
0.05

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

市民提案型まちづくり事業　募集中
～団体の自主活動を応援します～

「まちがこうなったらいいのにな」「こんなことをしてみたい」など、日
頃感じている想いをあなたのできることから行動にしてみましょう。

(1)５人以上の市民で構成される団体
(2)主に市内で活動する団体
(3)宗教活動、政治活動、営利を目的としない団体
※市民団体やNPO法人のほか自治会や町内会などの地域組織も対象です

(1)市内で実施され、地域課題の解決や地域振興等に役立つ事業
(2)実施計画、収支計画が明確であり、団体自らが取り組む事業
(3)北秋田市の財源による他の補助金等を受けていない事業
(4)継続の場合は、前回活動と比較して発展性を持たせている事業
(5)平成25年3月29日までに実績報告書を提出することができる事業
　　　　　経費の額に応じて50％から70％（上限100万円）
※小規模な活動から気軽に取り組めるよう、少額なものほど高い補
助率で優遇します
　　　　　　11月９日(金)まで

197

小又川

杣温泉

太
平
湖

森
吉
ダ
ム

至 太平湖、大館

提
供
場
所

至 

阿
仁
前
田

森吉山荘

問　秋田県北秋田地域振興局建設部
　森吉ダム管理事務所　☎76－2448

森吉ダムの採取木を提供します
　森吉ダムの貯水池内で採取した
流木を、市民のみなさまに無償で
提供します。《無くなり次第終了》
提供日時　10月15日(月) ～ 18日（木）
　　　　　<９時～ 15時>
提供場所　森吉字湯ノ岱地内
　　　　  (森吉山荘約１km手前)
提供条件　▼自分で取りに来られる
こと▼転売等、営利目的に使用しな
いこと▼独占しないこと▼利用する
方は、氏名、住所、利用目的を記入
し、現場作業員にしたがうこと

【お問い合わせ】
　生活課地域推進班 ☎62－6628

●対象となる団体（次のすべての要件を満たす団体）

●対象となる事業（次のすべての要件を満たす事業が対象）

●補助額

●受付期間

　
宝
く
じ
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　
平
成
24
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

に
よ
り
、
上
杉
自
治
会
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
街

灯
を
55
基
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
収
益

を
財
源
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な

発
展
を
図
る
こ
と
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
、
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
　
生
活
課
地
域
推
進
班☎

62－

６
６
２
８

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
へ
の
更
新
が

　
有
利
に
な
り
ま
し
た

〜
防
犯
街
灯
補
助
金
交
付
要
綱
を
改
正
〜

　
環
境
へ
の
配
慮
や
維
持
管
理
費
の
優

位
性
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
推
奨
す
る

た
め
、
自
治
会
等
が
管
理
す
る
防
犯
灯

の
更
新
や
新
設
に
対
す
る
補
助
率
が

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。（
修
繕
は
対
象
外
）

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
生
活
課
地
域
推
進
班☎

62－

６
６
２
８

　
10
月
１
日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
は

　
稲
わ
ら
・
も
み
殻
の
焼
却
禁
止

　
稲
わ
ら
の
屋
外
燃
焼
（
も
み
殻
含
む
）

に
つ
い
て
は
、
秋
田
県
公
害
防
止
条
例

に
よ
り
、
10
月
１
日
か
ら
11
月
10
日
ま

で
の
期
間
は
、
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
対
す
る
苦
情
は

年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　
稲
わ
ら
等
を
燃
焼
す
る
時
に
出
る
煙

は
、
視
界
不
良
に
よ
る
交
通
事
故
を
引

き
起
こ
す
原
因
や
、
目
や
の
ど
を
痛

め
、
ぜ
ん
そ
く
等
の
病
気
の
方
に
被
害

が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
稲
わ
ら
等
の
焼
却
を
行
っ
た
場
合
、

秋
田
県
で
は
氏
名
公
表
も
含
め
た
厳
重

な
措
置
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

稲
わ
ら
等
の
焼
却
は
絶
対
に
止
め
ま

し
ょ
う
。

　
　
生
活
課
環
境
班　
☎
62－

１
１
１
０

　
北
部
エ
コ
タ
ウ
ン
施
設
の
見
学

　
参
加
者
を
募
集

　
「
北
秋
田
地
域
ご
み
ゼ
ロ
あ
き
た
推
進

会
議
」
で
は
、
北
部
エ
コ
タ
ウ
ン
施
設

の
う
ち
小
坂
町
に
あ
る
施
設
の
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日　
10
月
29
日
（
月
）

時
間　
８
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
　
（
集
合
場
所　
北
秋
田
保
健
所
）

場
所　
あ
き
た
エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
、
小
坂
地
区
エ
コ
タ
ウ
ン
施
設

移
動
手
段　
バ
ス 

／ 

参
加
料　
無
料

昼
食　
各
自
持
参
（
道
の
駅
「
こ
さ
か

七
滝
」
で
の
食
事
も
可
能
）

募
集
人
員　
約
10
人
（
先
着
順
）

対
象　
北
秋
田
市
、上
小
阿
仁
村
在
住
の
方

申
込
締
切　
10
月
17
日
（
水
）

　
　
　
北
秋
田
地
域
ご
み
ゼ
ロ
あ
き
た

推
進
会
議
（
事
務
局　
北
秋
田
保
健
所

環
境
指
導
課
）　
☎
62－

１
１
６
７

お
知
ら
せ

問

申
問
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犬の登録と狂犬病予防注射巡回日程（秋）犬の登録と狂犬病予防注射巡回日程（秋）犬の登録と狂犬病予防注射巡回日程（秋）

合川地区　　合川総合窓口センター ☎78－2113問

松橋英雄宅前
小林コト子宅隣
上杉あいターミナル前
旧JA合川東支店前
下杉集会施設前
６丁目広場前
佐藤浜子宅前
松ヶ丘グランド
木戸石児童館前
増沢集会施設前
三木田多目的集会施設前
摩当活性化施設前
東根田多目的集会施設前
羽根山活性化施設前
李岱福祉研修施設前

９:00～９:10
９:15～９:25
９:35～９:50
９:55～10:05
10:15～10:25
10:35～10:45
10:55～11:05
11:10～11:30
13:10～13:20
13:25～13:35
13:55～14:05
14:10～14:20
14:25～14:35
14:45～14:55
15:00～15:10

接種場所 接種時間地区実施日

道　城

上　杉

下　杉
合　川
川　井
松ケ丘
木戸石
増　沢
三木田
摩　当
東根田
羽根山
李　岱

10
月
６
日（
土
）

小様児童館前
小渕集会所前
吉田公民館前
湯口内集会所前
ふるさと文化センター前
阿仁山村開発センター前
畑町東裏児童館前
荒瀬コミュニティセンター前
伏影児童館前
根子児童館前
環境改善センター前
比立内郵便局前
戸鳥内小倉岱児童館前
中村地区コミュニティセンター前
鈴木トメ宅前

９:00～９:05
９:10～９:15
９:20～９:25
９:35～９:40
９:50～10:00
10:05～10:10
10:15～10:20
10:30～10:35
10:40～10:45
10:50～10:55
11:05～11:15
11:20～11:30
11:40～11:45
11:50～11:55
12:00～12:05

接種場所 接種時間地区実施日
小　様
小　渕
吉　田
湯口内
大　町
下新町
畑町東裏
荒　瀬
伏　影
根　子
幸屋渡
比立内
戸鳥内
中　村
前山岱

10
月
13
日（
土
）

市役所森吉庁舎裏駐車場
旧本城農協跡前
アグリハウス前
浦田交流センター前
桂瀬児童館前
前田三叉路
五味堀地域コミュニティセンター前
前田駅前自治会館前
根森田いきいきセンター前

９:00～９:30
９:40～10:00
10:10～10:25
10:35～10:50
10:55～11:10
11:20～11:35
13:10～13:20
13:30～13:45
13:50～14:05

接種場所 接種時間地区実施日
米内沢
本　城
米内沢
浦　田
桂　瀬
阿仁前田
五味堀
小　又
根森田

10
月
17
日（
水
）

旧北星ボウル駐車場前
沢口林業センター前
シルバー人材センター (旧ＪＡ七日市支所)前
七座健康増進センター前
坊沢公民館前
綴子基幹集落センター前
サテライトステーションさかえ前

９:00～10:15
10:30～11:00
11:15～11:45
13:00～13:30
13:45～14:15
14:30～15:00
15:15～15:45

接種場所 接種時間地区実施日
鷹　巣
沢　口
七日市
七　座
坊　沢
綴　子
栄

10
月
20
日（
土
）

阿仁地区　　阿仁総合窓口センター ☎82－2113問

森吉地区　　森吉総合窓口センター ☎72－3111問

鷹巣地区　　生活課環境班 ☎62－1110問

注射料 3,070円狂犬病予防接種

登録料 3,000円犬の登録

犬は、年１回の狂犬病予防注射接種が必要です

一生涯に１回の登録制度です
　「犬の登録」と「狂犬病予防注射」
秋の巡回を次のスケジュールで実施
します。

　
宝
く
じ
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　
平
成
24
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

に
よ
り
、
上
杉
自
治
会
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
街

灯
を
55
基
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
収
益

を
財
源
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な

発
展
を
図
る
こ
と
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
、
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
　
生
活
課
地
域
推
進
班☎

62－

６
６
２
８

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
へ
の
更
新
が

　
有
利
に
な
り
ま
し
た

〜
防
犯
街
灯
補
助
金
交
付
要
綱
を
改
正
〜

　
環
境
へ
の
配
慮
や
維
持
管
理
費
の
優

位
性
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
推
奨
す
る

た
め
、
自
治
会
等
が
管
理
す
る
防
犯
灯

の
更
新
や
新
設
に
対
す
る
補
助
率
が

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。（
修
繕
は
対
象
外
）

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
生
活
課
地
域
推
進
班☎

62－

６
６
２
８

　
10
月
１
日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
は

　
稲
わ
ら
・
も
み
殻
の
焼
却
禁
止

　
稲
わ
ら
の
屋
外
燃
焼
（
も
み
殻
含
む
）

に
つ
い
て
は
、
秋
田
県
公
害
防
止
条
例

に
よ
り
、
10
月
１
日
か
ら
11
月
10
日
ま

で
の
期
間
は
、
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
対
す
る
苦
情
は

年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　
稲
わ
ら
等
を
燃
焼
す
る
時
に
出
る
煙

は
、
視
界
不
良
に
よ
る
交
通
事
故
を
引

き
起
こ
す
原
因
や
、
目
や
の
ど
を
痛

め
、
ぜ
ん
そ
く
等
の
病
気
の
方
に
被
害

が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
稲
わ
ら
等
の
焼
却
を
行
っ
た
場
合
、

秋
田
県
で
は
氏
名
公
表
も
含
め
た
厳
重

な
措
置
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

稲
わ
ら
等
の
焼
却
は
絶
対
に
止
め
ま

し
ょ
う
。

　
　
生
活
課
環
境
班　
☎
62－

１
１
１
０

　
北
部
エ
コ
タ
ウ
ン
施
設
の
見
学

　
参
加
者
を
募
集

　
「
北
秋
田
地
域
ご
み
ゼ
ロ
あ
き
た
推
進

会
議
」
で
は
、
北
部
エ
コ
タ
ウ
ン
施
設

の
う
ち
小
坂
町
に
あ
る
施
設
の
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日　
10
月
29
日
（
月
）

時
間　
８
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
　
（
集
合
場
所　
北
秋
田
保
健
所
）

場
所　
あ
き
た
エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
、
小
坂
地
区
エ
コ
タ
ウ
ン
施
設

移
動
手
段　
バ
ス 

／ 

参
加
料　
無
料

昼
食　
各
自
持
参
（
道
の
駅
「
こ
さ
か

七
滝
」
で
の
食
事
も
可
能
）

募
集
人
員　
約
10
人
（
先
着
順
）

対
象　
北
秋
田
市
、上
小
阿
仁
村
在
住
の
方

申
込
締
切　
10
月
17
日
（
水
）

　
　
　
北
秋
田
地
域
ご
み
ゼ
ロ
あ
き
た

推
進
会
議
（
事
務
局　
北
秋
田
保
健
所

環
境
指
導
課
）　
☎
62－

１
１
６
７

問問
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申
問

お
知
ら
せ

　　ひまわりの家　☎78－4025　　　78－3398

■場所　ひまわりの家体育館
■時間　14:00 ～　開演

※入場者数に限りがありますの
で、お早めにご来館ください

■場所　ひまわりの家大広間
■時間　13:00～ ちびっこカラオケ大会
　　　　14:00～ 本城奈々ミニコンサート

申問

ちびっこカラオケ大会の参加者募集中！（小・中・高校生）
問　　文化会館　☎62－3311

ファルコン・シネマファルコン・シネマファルコン・シネマ
～北秋田市民限定企画～

【午前の部】上映 10:00
【午後の部】上映 14:00
【夜 の 部】上映 18:00

日時　11月24日（土）

※開場は上映時間の40分前から

入場無料！

場所　文化会館

（整理券が必要です）

【午前の部】 【午後・夜の部】

整理券取扱所
日活書店/北秋協販/福助堂/
ひまわりの家/森吉コミュニティ
センター/阿仁公民館/合川公
民館/中央公民館/文化会館 
※10月13日（土）10時から

申
問 問

ひまわりの家　20周年記念イベント
どちらも入館料のみでご覧いただけます

小桜舞子歌謡ショー !!
10月28日（日）

ちびっこカラオケ大会＆
本城奈々ミニコンサート

10月27日（土）



27 広報きたあきた　2012．10．１

北秋田市民病院　☎62－7001

　脳神経外科医の退職（９月末）に伴い、10月からの診
療体制は、次のとおり変更になります。ご迷惑をお掛け
しますが、ご理解、ご協力をお願いします。

診察日：毎週金曜日の午前中　※応援医師の診察

病院祭病院祭病院祭病院祭

日時

イベント内容イベント内容
◆子どもお楽しみコーナー
　○金魚すくい　○救急車両等展示　など
◆JA特産品販売や職員によるバザー・屋台
◆ステージ出演
　○秋田北鷹高校吹奏楽部
　○森吉ダンスキッズ
　○鷹巣中央保育園

場所10月13日（土）
10:00 ～ 14:00

北秋田市民病院
外来ホール

北秋田市民病院の脳神経外科を受診される患者さんへ

【内容】　ミュージックケアや音楽に合わせ
親子の触れ合いを楽しみます。
【場所・期日】
東のびのび広場　掛泥交流センター　
　　　　　　　　第１水曜日
北のびのび広場　胡桃館会館
　　　　　　　　第２水曜日
【時間】　10:00 ～ 11:30
※変更する場合がありますので、『支援室だ
より』をご確認ください

問 地域子育て支援センターしゃろーむ　☎62－1999

地域子育て支援センターしゃろーむ

出前保育『のびのび広場』

地域子育て支援センターしゃろーむ

出前保育『のびのび広場』

地域子育て支援センターしゃろーむ

出前保育『のびのび広場』

　「地域子育て支援センターしゃろーむ」では、
子育て真っ最中のご家庭をサポートしています。
　親子で一緒に楽しいひとときを過ごしてみませ
んか？ママやパパだけでなく祖父母の皆さんもご
一緒に参加ください。

秋北バス
病院前下車

内陸線
大野台駅下車

問

問問

問
申
問

最寄りの
　　交通機関

第１回北秋田市民病院第１回北秋田市民病院第１回北秋田市民病院
2012

テーマ　ふれあい～市民のための病院へ～



礎
的
な
知
識
と
技
能
を
習
得
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　
10
月
23
日（
火
）〜
11
月
２
日（
金
）

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象　

55
歳
以
上
の
方
（
申
し
込
み
時
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
雇
用
保
険
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
求
職
活
動
の
実
績
に
な
り
ま
す
）

定
員　
20
人　
／　
参
加
料　
無
料

　
　
　
北
秋
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　
　
セ
ン
タ
ー　
☎
84－

８
６
２
２

※

事
務
所
を
６
月
18
日
に
移
転
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
広
報
７
月
号
26
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
「
ふ
れ
あ
い
美
化
事
業
」
の
実
施

　
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

秋
田
県
で
は
、県
が
管
理
す
る
道
路

と
河
川
の
草
刈
り
作
業
を
自
治
会
等
へ

委
託
す
る
制
度
と
し
て「
ふ
れ
あ
い
美

化
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。平
成
24

年
度
の
北
秋
田
地
域
振
興
局
管
内
の
実

績
と
し
て
、道
路
は
14
団
体
、河
川
は
31

団
体
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
に
新
規
に
「
ふ
れ
あ
い

美
化
事
業
」
の
実
施
を
検
討
さ
れ
る
自

治
会
（
地
域
住
民
団
体
、
水
利
組
合
、

森
林
組
合
な
ど
の
団
体
を
含
む
）
及
び

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
秋
田
県
北
秋
田
地
域
振
興
局
建
設
部

（
道
路
）工
務
第
１
班 

☎
62－

１
８
３
４

（
河
川
）工
務
第
３
班 

☎
62－

７
１
６
１

　
企
業
在
職
者
対
象
パ
ソ
コ
ン
教
室

○
ア
ク
セ
ス
初
級
講
習

期
間　
10
月
18
日（
木
）
〜
19
日（
金
）

時
間　
９
時
20
分
〜
16
時

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
学
校

対
象
者 
ア
ク
セ
ス
初
心
者
で
、
文
字
入

力
の
で
き
る
方

内
容　
基
礎
的
な
機
能
を
修
得
し
、
社

員
・
顧
客
管
理
表
を
作
成
す
る

定
員　
定
員
10
人
（
先
着
順
）

テ
キ
ス
ト
代　
約
２
１
０
０
円

申
込
締
切　
10
月
９
日
（
火
）

○
Ａｕ
ｔ
ｏ 

Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ｌ
Ｔ
入
門
講
習

期
間　
10
月
25
日（
木
）
〜
26
日（
金
）

時
間　
９
時
20
分
〜
16
時

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
学
校

対
象
者　
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ 

Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ｌ
Ｔ
の
操
作
が

初
め
て
の
方

内
容　
基
本
操
作
か
ら
簡
単
な
平
面
図

を
作
成
す
る

定
員　
定
員
10
人
（
先
着
順
）

テ
キ
ス
ト
代　
約
１
６
０
０
円

申
込
締
切　
10
月
15
日
（
月
）

　
　
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
学
校

☎
84－

８
３
５
１

　
高
齢
者
の
た
め
の
技
能
講
習
・

　
職
場
体
験
「
家
事
支
援
員
講
習
」

　
一
般
家
庭
を
中
心
と
し
た
清
掃
業
務

全
般
、
高
齢
者
の
栄
養
と
食
生
活
、
障

子
の
張
替
え
、
建
具
の
調
整
な
ど
の
基

申
問

お
知
ら
せ

問
申
問
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　橋梁補修工事のため、前山橋及び泉流橋を次の
期間中、車両通行止めとします。皆様にはご迷惑
をおかけしますが、ご協力をお願いします。
【規制内容】終日車両通行止め
　　　　　（歩行者は通行可能です）
【規制期間】10月10日（水）～ 11月30日（金）

車両通行止めのお知らせ

建設課工務班　☎72－5244問

▽北秋田市妖精の森
所在地　森吉字桐内沢外30国有林1052林班内
要件　指定管理開始時点において、関連する許認
可の取得ができる法人、共同企業体またはその他
の団体。（許認可の一例：旅館業、飲食業等）
構造　ロッジ1棟（木造平屋）／バンガロー1棟／
コテージ8棟（木造平屋）／テニスコート2面／
バーベキューハウス1棟／キャンプ場2カ所
【現場説明会】
日時　10月19日（金）　13:30～
場所　北秋田市妖精の森
申込締切　10月12日（金）まで

市施設の指定管理者の募集

商工観光課観光振興班　☎72－5243申問

申請書提出期限　平成24年11月９日（金）

指定期間　平成25年４月１日～
　　　　　平成30年３月31日（５年間）

米代
川

翔鷹大橋
泉流橋

前山橋【工事場所】
◆前山橋（前山字小館 地内）
◆泉流橋（今泉字今泉 地内）

至 能代市

至 大館市

至 大館能代空港

JR前
山駅
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南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13－2（2戸募集）
簡易耐火２階建２ＤＫ　月額10,100～15,800円
トイレ:汲取　給湯:無　浴室:浴槽無
林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89－1★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額9,600～16,900円
トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽無
田の沢団地･･･川井字鳥屋沢40-22
木造平屋２戸建２ＬＤＫ　月額21,100～41,500円
トイレ:水洗　給湯:有　浴室:ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ（共益費400円）
東裏簡二団地･･･阿仁水無字畑町東裏49－1
簡易耐火２階建２ＤＫ　月額10,500～20,700円
トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽無
三両団地･･･阿仁水無字寺後1－5★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額10,500～20,600円
トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽有
上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4-6★
木造２階建２戸建３ＬＤＫ　月額16,400～32,300円
トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽有
上杉団地･･･上杉字上屋布岱61-47★
木造平屋１戸建４ＬＤＫ　月額47,000～80,000円
トイレ:水洗　給湯:有　浴室:ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ
諏訪岱団地･･･米内沢字諏訪岱33-1★
木造２階１戸建３ＬＤＫ　月額50,000～70,000円
トイレ:水洗　給湯:有　浴室:ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ
サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51－1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ月額　43,100円
トイレ：水洗　給湯：無　浴槽：有　（共益費800円）

市営住宅
入居者募集

【現地案内の日時】10月４日（木）又は５日（金）
　▽森吉地区　 9 :00～　▽阿仁地区　11:00～　
　▽鷹巣地区　13:30～　▽合川地区　15:30～
※ご希望の方は希望日の前日までに電話等でお申込いた
だき、当日は住宅所在地の庁舎ホールにお越し願います

問 都市計画課都市計画住宅班　☎72－5246

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

※★印の住宅は単身入居できません
【入居資格】
・収入基準を満たし、市税等を滞納していないこと
・住宅に困窮していることが明らかなこと
【敷金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）
【受付期間】　10月１日（月）～11日（木）土日祝日除く
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川総合
窓口センター／阿仁総合窓口センター

　　財政課管財班　☎62－6603問

市有財産の売却
旧米内沢病院の備品を売却します

土地建物・車両を売却します

■売却備品
　事務用机、ロッカー、ベッド、ソファー等
■入札参加申込
　日時　10月１日（月）～12日（金）
　　　　8:30～17:15（休日を除く）
　申込先　財政課管財班
　必要書類　入札参加申込書・納税証明書
　※市税等の滞納者、未成年者等は参加できません
■備品の公開 
　日時　10月３日（水）、10日（水）　14:00～16:00 
■備品の公開及び入札会
　日時　10月13日（土）　９:00～11:00
　場所　旧米内沢病院１階
　※入札書に希望する備品の番号と金額を記入し
　入札してください。（ペンと印鑑が必要です）
■落札者の決定
　日時　10月13日（土）　11時から開札
　　市が設定した最低売却価格以上で最高金額の
　方に売却します。（同額の場合は抽選になります）
■代金の納入・備品の搬出
　落札決定後、代金を納入し備品の引渡になります。
詳細については、市のホームページをご覧ください

【土地建物】　北秋田市米内沢字伊勢ノ森41番10
▽宅地　341.90㎡
▽木造２階建（昭和61年建築）
　　　　床面積１階　86.39㎡　
　　　　　　　２階　34.06㎡
【車両】　いすゞ　フォワード（４トンダンプ）
　　　　平成４年式　※修理が必要です
■入札参加受付
　期間　10月１日（月）～ 10月26日（金）　
　時間　８:30 ～ 17:15（休日を除く）
■入札日
　日時　10月30日（火）　10:00から
　場所　北秋田市役所３階大会議室
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入
札
結
果
の
公
表
《
８
月
》

　
《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》

▽
明
田
団
地
外
壁
改
修
工
事
／
５
８
８

万
円
／
金
田
工
務
店
▽
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ

ス
な
か
た
い
住
宅
外
壁
改
修
工
事
／
７

７
７
万
円
／
㈱
佐
藤
庫
組
▽
舗
装
維
持

工
事
（
市
道　
米
代
町
〜
西
中
岱
線
）

／
１
２
８
９
万
４
０
０
０
円
／
佐
藤
建

設
㈱
北
秋
田
営
業
所
▽
舗
装
維
持
工
事

（
市
道　
惣
内
線
他
２
）
／
４
４
６
万
２

５
０
０
円
／
㈲
米
広
組
▽
鷹
巣
地
区
８

施
設
ソ
ー
ラ
ー
式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
設
置

工
事　
そ
の
１
／
９
１
３
万
８
１
５
０

円
／
㈲
ナ
リ
タ
電
気
▽
鷹
巣
地
区
８
施

設
ソ
ー
ラ
ー
式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
設
置
工

事　
そ
の
２
／
８
９
５
万
６
５
０
０
円

／
㈾
小
畑
電
気
商
会
▽
合
川
地
区
２
施

設
ソ
ー
ラ
ー
式
Ｌ
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市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
８
月
》

▽
慶
弔
費　
　
　
３
５
０
０
円（
１
件
）

▽
会　
費　
２
万
２
０
０
０
円（
３
件
）

▽
そ
の
他　
６
万
１
１
１
０
円（
４
件
）

▽
合　
計　
８
万
６
６
１
０
円（
８
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が

出
席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

曜
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

電話番号
62－1146
69－5300
62－7001
62－1155
63－0515
63－2700
62－1400
62－2882
60－1055
78－3161
69－7311
62－7001
63－0105
62－1101
62－1146
72－4501
82－2351
62－7001
63－2700
62－1155
63－0515
69－7311
60－1055
62－1400
78－3161
63－0105
62－2882
62－7001
62－1146
62－1101
62－2882

医 療 機 関 名
奈 良 医 院
毛利整形外科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
近 藤 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
たむら内科クリニック
石川耳鼻咽喉科医院
藤 原 医 院
うえだクリニック
国民健康保険合川診療所
児玉内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
佐々木産婦人科医院
盛 岡 外 科 医 院
奈 良 医 院
米 内 沢 診 療 所
阿 仁 診 療 所
北 秋 田 市 民 病 院
たむら内科クリニック
近 藤 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
児玉内科クリニック
うえだクリニック
石川耳鼻咽喉科医院
国民健康保険合川診療所
佐々木産婦人科医院
藤 原 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
盛 岡 外 科 医 院
藤 原 医 院

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する方で
す。仕事や職場の都合で夜間診療を受ける場合は、
診療に応じかねます。
▼往診はしていません。年齢・病気の病状にかか
わらず事前に当番医へ電話等でご相談ください。

10
月
の
休
館
日

■
鷹
巣
図
書
館 

☎
62－

３
３
１
１

■
森
吉
図
書
館 

☎
72－

３
１
９
２

両
館
と
も（
３
、８
、10
、17
、21
、24
、31
日
）

■
ひ
ま
わ
り
の
家 

☎
78－

４
０
２
５

（
１
、
９
、
15
、
22
、
29
日
）

お
知
ら
せ

の
納
期
限

税10
月
31
日
ま
で

市　

民　

税

第
３
期

国
民
健
康
保
険
税

第
４
期

北秋田市民病院
◎土曜、日曜、祝祭日は全科休診

☎62-7001

◎休診や診療変更となる場合もあります
（☎は24時間受付）
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０
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円
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朝
日
建
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㈱
▽
舗
装
補
修
工
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（
市
道　
石
坂
大
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）
／
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３
万
円

／
㈱
藤
島
組
▽
鷹
巣
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育
館
機
械
室
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玄
関
屋
根
他
改
修
工
事
／
２
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２
万

４
５
０
０
円
／
大
栄
建
工
㈱
▽
赤
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場
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ン
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工
事
／
１
６
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０
万

円
／
大
館
桂
工
業
㈱

人口と世帯数
※８月31日現在住民基本台帳による

総人口 36,231人（42人減）【165人（０人）】
　男　 16,933人（11人減）【  16人（２人増）】
　女　 19,298人（31人減）【149人（２人減）】
　出生 15人【０人】　転入 46人【３人】
　死亡 52人【０人】　転出 51人【３人】
世帯数  14,504世帯（12世帯減）【159世帯】
※【　】は、うち外国人住民、（　）は前月比

夜間当番医 （　）日程表夜間
診療

（診療時間18:30 ～ 21:00）

休診日＝11日（木）、17日（水）
午後休診日＝５日（金）、12日（金）

休診日＝19日（金）

▼10月の休診日（耳鼻咽喉科）

▼10月の休診日（歯科、口腔外科）
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（（
100歳おめでとうございます！100歳おめでとうございます！
三浦ツネさん（三木田）　
大正元年９月１５日生まれ

９月15日の祝品贈呈式（永楽苑）
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阿仁のゴンドラで行く阿仁のゴンドラで行く

森吉山の紅葉観賞森吉山の紅葉観賞森吉山の紅葉観賞

森吉山阿仁スキー場

1,200円 500円

区　分

片　道

1,500円 700円 北秋田市民往復（市民割引）

1,500円 700円 31人以上往復（団体Ｂ）

1,650円 750円 15人以上往復（団体Ａ）

1,800円 800円往　復

大　人 小学生 適　用

９時～１６時
　上り最終 15時
　下り最終 15時30分

ゴンドラ運行時間 ゴンドラ乗り場

ゴンドラ料金

（問） 森吉山阿仁スキー場
　　　　　　☎82ー3311

※市民割引は、阿仁スキー場の売店で申請ください

　その他、｢内陸線利用割引｣や｢宿泊割引｣もあります

10月1日 （月）～10月28日 （日）

※天候により時間変更や運行休止あり

10月1日 （月）～10月28日 （日）

2012 年 秋･運行期間

森吉四季美湖森吉四季美湖森吉四季美湖森吉四季美湖
紅葉まつり紅葉まつり紅葉まつり紅葉まつり

（問）森吉山ダム広報館
　　 ☎84‐8590　FAX84‐8591

会場へは、秋田内陸線と阿仁前田駅からの
無料シャトルバスをご利用ください

◆元気モノ競技
▽カヌー▽ダム堤体登り▽自転車レース

※上位入賞者には賞品もあります
◆うまいもの物販

◆四季美湖周辺ダム巡回バスツアー

日時

会場 森吉山ダム周辺

10月27日（土）10時～15時
28日（日）9時～15時

その他にもパネル展など盛りだくさん

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
合
格

北
秋
田
市
ゆ
か
り
の
音
楽
家

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
合
格

北
秋
田
市
ゆ
か
り
の
音
楽
家

[北秋田市]日活書店／北秋協販／福助堂／森吉コミュニ
ティセンター／阿仁公民館／合川公民館／ひまわりの
家／中央公民館／文化会館／[大館市]大館市民文化会館
／[能代市]能代市文化会館

プレイガイド

※前売券が完売した場合、当日券の
　販売はありません
※前売券が完売した場合、当日券の
　販売はありません

（問）文化会館　☎62-3311


